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１．敷地周辺の断層評価の概要 1.1 陸域の地形・地質・地質構造 1-1



大間原子力発電所 下 北 半 島

燧岳
火山地

恐山
火山地

亀 田 半 島

（西部）

津軽半島

松前半島

敷地周辺陸域の地形

• 下北半島西部は，下北山地，燧岳(ひうちだけ)
火山地，恐山(おそれやま)火山地及び大間台地
に大別される。

• 亀田半島南部は，横津(よこつ)山地及び函館
(はこだて)台地にそれぞれ大別される。

• 敷地は，下北半島西部北端の津軽海峡に面し
た大間台地にあり，標高10ｍ～40ｍの海成段丘
面に位置する。

大間原子力

発電所

30ｋｍ

1.1 陸域の地形・地質・地質構造 (1/9)

（南部）

1-2
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大間原子力発電所

大間
（下北半島西部）

赤川

大畑

福浦

脇野沢

川内

恐山

於法岳

燧岳

（亀田半島南部）汐首岬

清水山

敷地周辺陸域の地質層序

1.1 陸域の地形・地質・地質構造 (2/9)

• 下北半島西部では，中新統の海成層を主体とし，一
部に先新第三系が認められ，これらの一部は鮮新世
以降の火山噴出物に覆われる。

• 鮮新統はカルデラ噴火堆積物を主体とする。

1-3
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• 文献，当社による年代測定及
び地層の分布・累重関係の検
討により，各地層の時代を定め
た。

• 年代測定の方法は，先新第
三系はコノドント化石，新第三
系は挟在される凝灰岩及び溶
岩のフィッション・トラック年代
（F・T年代）測定及びカリウム・
アルゴン年代（K-Ar年代）測定，
第四系火山噴出物はフィッショ
ン・トラック年代測定またはカリ
ウム・アルゴン年代測定であり，
銭亀沢軽石流堆積物では挟在
する炭化木の放射性炭素年代
（14C年代）測定等を用いた。

敷地周辺陸域の地質時代の根拠

1.1 陸域の地形・地質・地質構造 (3/9)

8)
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敷地周辺陸域の段丘面区分：下北半島西部における海成段丘面の模式図

1.1 陸域の地形・地質・地質構造 (4/9)

下北半島西部における海成段丘面の模式断面図

（Ｈ２面，Ｈ１面は，時代

不詳のため本図では省略）

旧汀線

段丘面内縁
町田・新井(2011)10），桑原・山崎(2001)11)

桑原・山崎（2001）11），Machida（1999）12）を基に作成

*)

*)

*)

*: 下流部の河成段丘面を含む。

*)

*)
*) *)

• 下北半島西部の海成段丘面は，上位より，高位段丘面のＨ１面，Ｈ２面，Ｈ３面及びＨ４面，中位段丘面のＭ１面及びＭ３面が判読される。

• Ｍ１面は，海成段丘堆積物を覆うローム層下部に洞爺火山灰が認められることから，MIS5eに形成されたと判断され，Ｍ３面は，段丘堆積
物を覆うローム層下部に阿蘇４火山灰が認められることから，MIS5cに形成されたと判断される。

【Ｈ４面の認定】

• 二枚橋（にまいばし）地域での法面観察※１では，Ｈ４面の海成段丘堆積物とＭ１面の海成段丘堆積物との不整合が確認され，両者が洞爺
火山灰（MIS5ｄ）と田名部AまたはC火山灰（MIS8）とに挟まれることから，前者はMIS７に，後者はMIS5eに，それぞれ形成された海成段丘面
と判断される。

【Ｍ１面及びＭ２面の再認定】

• 地形判読では，旧Ｍ１面と旧Ｍ２面との間には段丘面の勾配の差や段丘崖は認められず，敷地の法面調査でも旧Ｍ１面と旧Ｍ２面の境界
付近において基盤岩上面の形状及び段丘堆積物の分布・性状が連続的であることから，旧Ｍ２面（MIS5e）をＭ１面（MIS5e）に統合する。

※１ 補足説明資料「8.4(4) 二枚橋地点のＨ４面」(P.8-81～P.8-86) を参照。

1-5

海洋酸素同位体ステージと段丘面との対応
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河成段丘堆積物

町田・新井(2011)10），桑原・山崎(2001)11)

• 下北半島西部の相対的に大きな河川である大畑（おおはた）川及び川内（かわうち）川では，上流～中流域において３段の河成段丘
面が認められる。

• 最上位のＭＦ１面は，大畑川の段丘堆積物中に桑原・山崎（2001）11）で示されている田名部Ａ～Ｃ相当のテフラ粒子が確認されたた
め，MIS８の時代に形成された河成段丘面であると判断される。

• ＭＦ２面は，ＭＦ１面と比較して低い標高に分布し，表面を覆うローム層も薄いため，MIS６の時代に形成された河成段丘面であると判
断される。

• ＬＦ面は，上流～中流域に広く分布し，現河床の直上に分布する段丘面であるため，最終氷期であるMIS２の時代に形成された河成
段丘面であると判断される。

• 一方，下北半島西部沿岸の相対的に小さな河川の下流域等では，前頁に示す海成段丘面が分布する標高付近で，３段の河成段丘
面（Ｌ１面，Ｌ２面，Ｌ３面）及び３段の扇状地性の河成段丘面（Ｍ３ｆ面，Ｍ１ｆ面，Ｈ４ｆ面）が認められる。この他，上流域の野平付近でも扇
状地性の段丘面（Ｍ１ｆ面）が認められる。

下北半島西部の相対的に大きな河川の
中上流域における河成段丘面の模式断面図

下北半島西部の相対的に小さな河川の
下流域等における河成段丘面の模式断面図

敷地周辺陸域の段丘面区分：下北半島西部における河成段丘面の模式図

1.1 陸域の地形・地質・地質構造 (5/9) 1-6

ＬＦ面

ＭＦ２面

ＭＦ１面

段丘面外縁

段丘面内縁
Ｔｏｙａ

Ａｓｏ-４
Ｚ-Ｍ
Ｎｇ

Tn-A～C

MIS2

MIS6

MIS8
Ｈ４ｆ面

Ｍ１ｆ面

Ｍ３ｆ面

Ｌ３面

Ｌ２面

Ｌ１面

Ｔｏｙａ

Ａｓｏ-４
Ｚ-Ｍ
Ｎｇ

MIS6～7

MIS5d～5e

MIS5a～5c

MIS1～4

第922回審査会合
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1.1 陸域の地形・地質・地質構造 (6/9)

空中写真による地形判読，地表踏査，ボーリング調
査等によれば，下北半島西部沿岸では，佐井（さい）
～脇野沢（わきのさわ）の海岸を除く広い範囲におい
て海成段丘面が認められ，沿岸部及び内陸の河川
沿いの低地において河成段丘面が認められる。

下北地域

亀田地域

敷地周辺陸域の段丘面分布

（ L1面, L2面, L3面, LF面）

（L1面, L2面, L3面）

佐井

脇野沢

1-7
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A A’

福浦

大間

大間原子力発電所

半ドーム状
構造の中心。

地質凡例

1.1 陸域の地形・地質・地質構造 (7/9)

敷地周辺陸域の地質構造：地質平面

※１ 文献地質断層に関わる調査の詳細は，補足説明資料「1.3 文献
地質断層」を参照。

変動地形判読，地表踏査，ボーリング調査等によれば，以下の点が認められる。

• 地質調査所発行1/5万地質図幅「大間・佐井」13），「大畑」14）及び青森県土地分類
基本調査「大間・佐井」の表層地質図15）が断層を図示している材木（ざいもく）川沿い，
奥戸（おこっぺ）川沿い，易国間（いこくま）川沿い及び折戸山（おりとやま）付近の中
新統には断層は認められない。※１

• 新第三系中新統には，福浦（ふくうら）付近の先新第三系を中心として外側に向
かって順次新しい地層が分布する半ドーム状構造が認められる。

• 新第三系鮮新統には，半ドーム状構造を切って盆状構造が認められ，半ドーム状
構造は新第三系鮮新統以上には及んでいない。

• 大間南東方の中新統には，帯状に下位層が分布する地層の高まりが認められる。

1-8

下位層が帯状に分布してお
り，ＮＷ－ＳＥ方向へ延びる地
層の高まりが認められる。

第922回審査会合
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地質凡例

• 中新統以下の地層には，福浦北方を中心とした
半ドーム状構造と大間南東方の地層の高まりが
認められる。

• Ｅ－Ｅ’断面に示す通り，新第三系鮮新統の地
層は，中新統以下の半ドーム状構造を切って盆状
構造を示し，新第三系鮮新統以上には，半ドーム
状構造は及んでいない。

• 半ドーム状構造をもたらした隆起は，中新世末
期から鮮新世の初期にかけて活動し，鮮新世の
早い時期に活動を終えたと判断される。

1

1

A A’

B

C C’

D D’

地層名 地層名

1.1 陸域の地形・地質・地質構造 (8/9)

大
間
南
東
方

福
浦
北
方

B’
半ドーム状

構造の中心 地層の高まり

盆状構造

半ドーム状
構造の中心

E E’福
浦
北
方

敷地周辺陸域の地質構造：地質断面

1-9
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福浦

大間 ＮＷ－ＳＥ方向へ延びる地
層の高まりを，「大間崎背斜」
とよぶ。

奥戸川

1.1 陸域の地形・地質・地質構造 (9/9)

下北半島西部の地質構造：走向線

• 新第三系中新統は，福浦北方の先新第三系を中心とする半
円状の走向，中心から外側へ向く傾斜を示し，地層分布から
推定される半ドーム状構造と整合する。

• 北端付近のＮＷ－ＳＥ方向へ延びる地層の高まりには背斜
構造が認められる（以後，大間崎背斜とよぶ）。

• 鮮新統は，同心円状の走向，中心に向かってやや傾斜する，
すり鉢状の盆状構造を示す。

佐井

1-10
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当社の海上音波探査※１

総延長：約3,400ｋｍ
マルチチャンネル
（曳航式・定置式）

高分解能マルチチャンネル
シングルチャンネル
屈折法探査

他機関の海上音波探査※１

総延長：約2,700ｋｍ
マルチチャンネル
東京電力㈱・東北電力㈱
石油公団（石油開発公団）
東京大学海洋研究所
電力中央研究所

高分解能マルチチャンネル
産業技術総合研究所・北海道立総合研究機構地質研究所
（以下，「産総研・道総研」という）

シングルチャンネル
日本原子力船研究開発事業団
地質調査所
産総研
産総研・東海大学
（以下，「産総研・東海大」という）
産総研・道総研
海上保安庁水路部
国土地理院

敷地前面海域の海上音波探査測線

1.2 海域の地形・地質・地質構造 (1/8)

※１ 海上音波探査の仕様は，補足説明資料「3.3 海上音波探査の諸元・数量」を参照。

半径30ｋｍの範囲と，その西方海域及び南方海域に広げた領域を「敷地前面海域」とし，当社及び他機関の海上音波探査記
録により，全域の地質構造を把握する。

1-12

大間原子力発電所

30ｋｍ

30ｋｍ

矢越岬

高野崎

蟹田川
夏泊崎

牛ノ首岬
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敷地前面海域の海底地形図

1.2 海域の地形・地質・地質構造 (2/8)

• 敷地前面海域の海底地形は，水深約110ｍ付近の傾斜
変換部を境にして，沿岸側の大陸棚とその沖合側の大陸
斜面とに区分される。

• 大陸棚は，海岸から沖合方向に約10/1,000～約30/1,000
の比較的緩やかな勾配を示す。

• 大陸棚沖合の斜面は，その特徴から，大間海脚と汐首
（しおくび）海脚とに挟まれた海域，及びこれに接する西側
と東側との３海域に分けられる。

• 大間海脚と汐首海脚との間には海底水道があり，その両
側は勾配が約50/1,000～約140/1,000を示す急斜面となっ
ている。

• 海底水道の西側の海域には，水深約170ｍ～約220ｍの
起伏に乏しい平坦面（津軽海盆）が分布し，東側の汐首海
脚南東方海域には，水深約210ｍ～約250ｍの起伏に乏し
い平坦面が分布する。

• 海底水道の斜面及び大陸棚の緩斜面には，海底地すべ
りを示唆する地形が７箇所（Ms-１～Ms-７）分布する。

1-13

大陸棚外縁

大陸棚沖合の斜面下または斜面内
に見られる平坦面

地すべり地形の可能性がある範囲
（矢印はすべり方向）

カルデラの可能性がある個所

凡 例

Ms-１

等深線は当社の資料に，海上保安庁水路部沿
岸の海の基本図「竜飛埼」16），「白神岬」17）等の
地形図を，陸奥湾については，国土地理院沿
岸海域地形図「平舘海峡」18），「青森」19）並びに
沿岸広域地形図「陸奥湾」20）を加え編集した。

大間原子力発電所

津 軽 海 盆

陸 奥 湾

平
舘
海
峡

30km

夏泊半島

汐首海脚南東方海域
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1.2 海域の地形・地質・地質構造 (3/8)

敷地周辺海域の区分と地質層序 （1/2）

Ｑ層/Ｔ層

Ｃ層/Ｄ層

Ｃ層，Ｄ層

Ｄ層/E層

Ｂ１層 Ｑｐ層/Ｔｐ層

Ｄ層

f

d

c
b

e

a

h

g

• 敷地周辺海域を「敷地前面海域」と「外側海域」に分け，さらに「外側海域」を「日本海海域」，「太平洋西
側海域」及び「太平洋東側海域」に細分し，計４つのエリアにおいて，それぞれ音波探査記録断面図の解
析により地層区分を行う。

• 区分された地層の年代は，海上ボーリング及び海底採取試料の分析結果，文献資料との対比及び陸
域における地層分布との対比により決定する。

1-14

a～h

柱状採泥点

海上ボーリング地点

陸域の地層分布との対比位置

文献による地質断面図位置

地質断面図位置

地層の年代を確認した地点名

凡 例

第922回審査会合
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1.2 海域の地形・地質・地質構造 (4/8)

敷地周辺海域の区分と地質層序 （2/2）

1-15

※１ 敷地前面海域における分析結果等については，補足説明資料「3.4 敷地前面

海域の地層の年代評価」を参照。

※２ 外側海域における分析結果等については，補足説明資料「3.5 外側海域の地

層の年代評価」を参照。

h

※２

※１

※２

g

ha

b

b

d
e

b

e

海上音波探査の記録パターンの検討により，各地層を区分し，当社採取試料による年代
測定，文献資料との対比及び陸域における地層分布との対比により時代を定める。

• 年代測定の方法は，D層は海上ボーリング試料のフィッション・トラック年代測定及び海
底採取試料の微化石分析，C層は海底採取試料の微化石分析，B１層は海底採取試料
の火山灰分析を用いる。

• 断層の活動性評価の基準面は，敷地前面海域では上部更新統のB１層の下面，日本
海海域及び太平洋西側海域では下部更新統以下のQ層/T層の境界面，太平洋東側海
域では下部更新統以下のQp層/Tp層の境界面とする。

音波探査断面の対比

第922回審査会合
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• 音響基盤であるE層は中新統以下に
対比される。

• B１層の年代は，阿蘇４火山灰層（8.5
～９万年前），十和田カステラ火山灰層
（阿蘇４火山灰と洞爺火山灰（11.2～
11.5万年前）の間）の挟在により認定さ
れる。

• 後期更新世以降の活動は，B１層下
面の変位・変形によって評価する。

1.2 海域の地形・地質・地質構造 (5/8)

敷地前面海域の地質層序（敷地周辺陸域の地層との対比）

1-16
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（余白）

1-17



敷地前面海域の地質平面

1.2 海域の地形・地質・地質構造 (6/8)

※１ 海域の平面図に示す背斜軸・向斜軸は，次の４条件を満たすものを示し
ている。１）地層に成層構造が確認される，２）系統的な変形構造が認められ
る，３）変位量が大きい，４) ２測線以上に連続する。

※２ 「日本地方地質誌の東北地方」に示される文献地質断層については，補
足説明資料「1.4 文献による「黒松内-釜石沖構造線」」を参照。

• 海上音波探査によれば，下北半島西部沿岸には，陸域
の隆起をもたらす活断層は認められない。※２ ※３

• 中期～後期更新統に相当するB１層～B３層は，下北半島
西部の敷地周辺海域に広く分布する。

• 新第三系中新統及び先新第三系に相当するＥ層は，汐
首海脚，大間海脚，下北半島西部西岸及び夏泊（なつどま
り）半島にかけての南北方向に，分布深度の浅い領域が連
続する。

※３ 大間海脚西側の背斜構造については，補足説明資料「1.6 大間海脚西
側の背斜構造」を参照。

1-18

凡 例

陸海連続弾性波探査
（追加調査にて実施）

※1

※1

Ａ Ｂ 海底地質断面図
（P.1-19, P.1-20）の位置大間原子力発電所

Ｃ

Ｄ

30ｋｍ

I Ｊ

夏泊半島

今別

知内

函館

大間

蟹田

陸 奥 湾

平
舘
海
峡

津軽海盆

震源として考慮する撓曲

汐首海脚南東方海域
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津軽海盆

津軽海盆

F-4

F-15

海底水道

海底水道

敷地前面海域の地質断面（1/2）

凡 例

I
J

N
o
.
6
3
1
M
A

N
o
.
6
3
1
S
M

Gb-20B

CR-41

0 5km
V.E.=5

1.2 海域の地形・地質・地質構造 (7/8) 1-19

津軽海盆
海底水道

F-15

角度は水平・垂直比が１：１
の傾斜角度 汐首海脚南東方海域

• Ｅ層は，大局的には大間海脚から汐首海脚が浅く，両側の津軽海盆（最深部-1,800ｍ
程度）と汐首海脚南東方海域（最深部-1,000ｍ程度）が深い。被覆するＤ層以上には，
深部に向かい地層が傾斜し層厚が増える傾向が認められることから，この大局的な変
形をもたらす運動は，鮮新世以降に活動していると判断される。

• さらに大間海脚付近のＥ層には，波長の短い標高差200ｍ～300ｍ程度の凹凸の繰返
しが認められる。この凹凸はＤ層下部に及ぶものの中部以上には及ばないことから，こ
れら凹凸を形成した運動は，鮮新世の初期に活動を終えたと判断される。

海底水道
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• I-J断面において，大局的にはＥ層は夏泊半島北方沖が浅く，両側の陸奥（むつ）湾西部
（最深部-1,300ｍ程度）と陸奥湾東部（最深部は調査範囲外）が深い。

• 夏泊半島沖のＥ層を被覆するＤ層及びＣ層には，深部に向かい地層が傾斜し層厚が増え
る傾向が認められることから，この大局的な変形をもたらす運動は，鮮新世以降に活動して
いると判断される。

敷地前面海域の地質断面（2/2）
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1.2 海域の地形・地質・地質構造 (8/8) 1-20
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広域のブーゲー重力異常分布及び磁気異常分布

ブーゲー重力異常図
（補正密度2.3g/cm3）

磁気異常図 中塚・大熊(2009）22）

• 東北日本の重力構造は，先古
第三系の分布域と対応が良く，
先古第三系が分布する北上山
地，先古第三系が浅部に分布
する下北半島，津軽半島，亀田
半島，松前半島に高重力異常
域が認められる。

• 松前半島から津軽半島にかけ
て，亀田半島から下北半島西
部を通り夏泊半島にかけて及び
下北半島東部では，各々の間
に低重力異常域を挟んで南北
方向に高重力異常域が連続し
ている。

産総研(2013）21）
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• 東北日本の磁気異常はブー
ゲー重力異常とは対応しておら
ず，太平洋側沖に南北方向の強
い正の磁気異常の帯が認めら
れる。

• 下北半島西部には津軽半島北
端と連なる東西方向の正の磁気
異常の帯が認められる。※１

1.3 陸域・海域の地球物理学的特性 (1/3)

※１ 磁気異常分布の詳細については，補
足説明資料「1.9.2 磁気解析」を参照。

1-22
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広域ブーゲー重力異常

重力測点分布図

1.3 陸域・海域の地球物理学的特性 (2/3)
測点凡例
●：陸上及び海底重力測定点（産総研, 2013）21）

●：陸上及び海底重力測定点（産総研, 2013［当社提供］）21）

●：船上重力測定点（産総研, 2013）21）

ブーゲー重力異常図（補正密度2.3g/cm3）
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産総研(2013）21）を使用
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グリッド間隔 ： 500m
コンタ間隔 ： 5mGal

※１ 下北半島西部の重力構造の詳細検討結果については，補足説明資料「1.9.1 重力構造の詳細検討」を参照。

[m]

[m]

1-23

• 左図は，産総研（2013）21）のグリッドデータを用いて作成した，津軽海峡を中心とした広域のブーゲー重力異常図である。右図には，重力
測点分布を示す。※１

• 本地域の重力構造は，おおむね南北走向を示し，西側から「①松前半島から津軽半島西部に延びる高重力異常域」，「②亀田半島から
下北半島西部，夏泊半島に延びる高重力異常域」及び「③尻屋海脚から下北半島東部沿岸に延びる高重力異常域」が認められる。
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広域ブーゲー重力異常の一次微分

・ 重力急変部は，重力異常水平一次微分が大きく鉛直一次微分のゼロコンタが通過する区間として認識され，断層の存在が示唆される。

・ 「①松前半島から津軽半島西部に延びる高重力異常域」では，東縁に分布する森断層，函館平野西縁断層帯及び青森湾西断層，さらに東側
の根岸西方断層が明瞭な重力急変部として現れており，他にMIS5eの旧汀線標高の大きな松前半島西縁に重力急変部が現れている。

・ 「②亀田半島から下北半島西部，夏泊半島に延びる高重力異常域」では，亀田半島及び夏泊半島の東縁及び西縁に短い重力急変部が現れ
ているものの，下北半島西部では，明瞭な重力急変部は認められない。
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1.3 陸域・海域の地球物理学的特性 (3/3)

グリッド間隔： 500m，コンタ間隔： 0.0005mGal/m

水平・鉛直一次微分の重ね合わせ図
（白実線：鉛直一次微分のゼロコンタ）

23） 24）

25）
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空中写真判読

活動性調査

（活動性・端部の調査）
周辺陸域

（30ｋｍまで）
（敷地を中心と

する半径
約30ｋｍ以内）

周辺陸域
（30ｋｍ以遠）
（敷地を中心と

する半径
約30ｋｍ以遠）

文献に示される全ての
活断層及びリニアメント

後期更新世以降に
活動した可能性・
活動区間の評価

【活動性評価の対象とする断層等※１の抽出】 【活動性評価】

文献調査

全ての「断層地形の
可能性がある地形」

陸域における活断層の抽出・評価フロー

1.4.1 活断層調査の概要 (1/6)

文献に示される全ての
活断層及びリニアメント

文献調査

断層長さと敷地
への距離から，
敷地への影響が

大きいと評価
する断層等

評価対象の抽出※２

• 陸域の活断層調査においては，敷地からの距離約30ｋｍ以内の周辺陸域と，敷地から約30ｋｍ以遠の周辺陸域とで，活
動性評価の対象とする断層等の抽出方法を変えている。

• 周辺陸域（30ｋｍまで）では，文献調査及び空中写真判読等で抽出された全ての断層等を，活動性評価の対象とする。

• 周辺陸域（30ｋｍ以遠）では，文献に示される全ての断層等について，連続性を考慮した場合を含め長さ20ｋｍを越える断
層等のうち敷地に近いものを抽出する。

※１ 本資料では，「活断層」，「リニアメント」及び「断層地形の可能性がある地形」を総称して「断層等」と呼ぶものとする。

※２ 周辺陸域（30ｋｍ以遠）では，延長線に並ぶ同センスの断層の連続性を考慮した場合を含め，長さ20ｋｍを越える断層等のうち，敷地に近いものを抽出する。

※３ 近接して延長線に並ぶ断層等がある場合（地溝状配置，逆向き低崖等を含む）は，断層の走向・傾斜・変位センスが整合的であり，地質構造，重力構造等の連続性
が認められる場合，一連の断層と評価する。

活
動
性
評
価
の
対
象
と
す
る
断
層
等

全
て
の
断
層
等

（P.1-28） （P.1-29）

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

（P.1-31）

近接して延長線に並ぶ
断層等の連続性の評価

（連続性の調査）

※３

後期更新世

以降の活動を

否定できない。
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海上音波探査

1.4.1 活断層調査の概要 (2/6)

• 海域の活断層調査においては，敷地からの距離約30ｋｍを含む敷地前面海域とその外側海域とで，活動性評価の対象と
する断層等の選定方法を変えている。

• 敷地前面海域では，文献に示される全ての活断層に加え，海上音波探査で判読された断層のうち，連続性のある断層を，
活動性評価の対象とする。

• 外側海域では，文献に示される全ての断層等について，連続性を考慮した場合を含め長さ20ｋｍを越える断層等のうち敷
地に近いものを抽出する。

敷地前面海域
（敷地を中心とす
る半径約30ｋｍの
範囲，その西方
及び南方海域）

外側海域
（敷地前面海域
の外側の海域）

判読された
全ての断層

文献に示される
全ての活断層

文献調査

断層長さと敷地
への距離から，
敷地への影響が

大きいと評価
する断層

評価対象の抽出※２

文献に示される
全ての活断層

文献調査

連続性のある
断層

評価対象の抽出※１

※１ 敷地前面海域では，複数の測線に連続する断層を「連続性のある断層」，連続しない断層を「連続性のない断層」とし，「連続性のある断層」を抽出する。 「連続性の
ない断層」の詳細は，補足説明資料「6.3 連続性のない断層」及び第549回審査会合資料 机上配布資料の海上音波探査記録図集を参照。

※２ 外側海域では，延長線に並ぶ同センスの断層の連続性を考慮した場合を含め，長さ20ｋｍを越える断層のうち，敷地に近いものを抽出する。

※３ 近接して延長線に並ぶ断層がある場合（地溝状配置，逆向き低崖等を含む）は，断層の走向・傾斜・変位センスが整合的であり，地質構造，重力構造等の連続性が
認められる場合，一連の断層と評価する。

海域における活断層の抽出・評価フロー

【活動性評価の対象とする断層の抽出】

活
動
性
評
価
の
対
象
と
す
る
断
層

全
て
の
断
層

（P.1-28） （P.1-29）

活動性調査

（活動性・端部の調査）

後期更新世以降に
活動した可能性・
活動区間の評価

【活動性評価】

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

（P.1-31）

（連続性の調査）

後期更新世

以降の活動を

否定できない。

近接して延長線に並ぶ
断層の連続性の評価 ※３
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30ｋｍ

100ｋｍ

大間原子力発電所

1.4.1 活断層調査の概要 (3/6)

文献調査，空中写真判読及び海上音波探査により把握した全ての断層等※1

• 陸域については，100ｋｍ内は文献調査
により活断層及びリニアメントを把握し，さ
らに30ｋｍ内は空中写真判読により，「断層
地形の可能性がある地形」を判読した。

• 海域については，100ｋｍ内は文献調査
により活断層を把握し，さらに敷地前面海
域では海上音波探査により判読された全
ての断層を把握した。

• これらの中から，活動性評価の対象とす
る断層等を抽出した結果を次頁に示す。

※１ 凡例はP.1-30に示す。

（活動性評価の対象とする断層等の抽出前）

1-28
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1.4.1 活断層調査の概要 (4/6)

活動性評価の対象とする断層等※１

30ｋｍ

100ｋｍ

⑪

⑩

㊿

⑯

⑳

⑭

㊳

㊸

⑮

㉑
㉒ ㉓

㉔

⑫
㉖

㉗

㊴

㊼

㊾

㊻
①

②
③

④

⑤

⑥

⑨⑧

㊽

⑦

㉕

㉛㉚

㊹

㊺

大間原子力発電所

※１ 凡例はP.1-30に示す。

⑬
⑰

⑱⑲

㉞㉝㉜

㉟

㊱

㊲

㊵
㊶

㊷

㉙㉘
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抽出された活動性評価の対象とする断層等を示す。

第922回審査会合
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本編資料
補足

説明資料

① - 4.1

② - 4.2

③ - 4.3

④ - 4.4

⑤ - 4.5

⑥ - 4.6

⑦ 3.2 4.7

⑧
⑨

⑩ 4.3 5.2

⑪ 4.2 5.1

⑫ - 6.1

⑬ - 6.1

⑭ Ｆ－２断層
⑮ Ｆ－３断層
⑯ Ｆ－４断層
⑰ - 6.1，6.2
⑱ - 6.1
⑲ - 6.1，6.2
⑳ - 6.1
㉑ - 6.1
㉒ - 6.1
㉓ - 6.1
㉔ - 6.1
㉕ 5.2 -
㉖ - 6.1
㉗ - 6.1
㉘ Ｆ-18断層
㉙ Ｆ-19断層
㉚ Ｆ-20断層
㉛ Ｆ-21断層
㉜ Ｆ-22断層
㉝ Ｆ-23断層
㉞ Ｆ-24断層
㉟ Ｆ-25断層
㊱ Ｆ-26断層
㊲ Ｆ-27断層

㊳ Ｆ-28断層

㊴ Ｆ-29断層
㊵ Ｆ-30断層
㊶ Ｆ-31断層
㊷ - 6.1
㊸ - 6.1

㊹ - 1.5.2

㊺ - 1.5.1

㊻ - 7.1

㊼ - 7.2

㊽ - 7.3

㊾ 6.2 -

㊿ 6.3～6.6 -

外側海域

大陸棚外縁断層

恵山岬東方沖撓曲

恵山岬北方沖撓曲

恵山岬東方沖断層

国交省（2014）　 のＦ18断層

- 6.1

Ｆ-12断層
Ｆ-13断層
Ｆ-14断層
Ｆ-16断層
Ｆ-17断層

敷地西方沖
断層

5.3 -

根岸西方断層
（海域）

4.2.4
5.1.3
～

5.1.8

4.3.4
5.2.4，
5.2.5

Ｆ－５断層
Ｆ－７断層
Ｆ－８断層
Ｆ－９断層

周辺陸域
（30ｋｍ以遠）

函館平野西縁断層帯 （陸域）

根岸西方断層 （陸域）

海
域

敷地前面海域

Ｆ-15断層

Ｆ－１断層

函館平野西縁
断層帯
（海域）

Ｆ-10断層
Ｆ-11断層

F-28～31断層

Ｆ-32断層
Ｆ-33断層

渡辺ほか（2012）　 の海底活断層

上村（1975）　 の下北海岸断層

断層名
記載箇所

陸
域

周辺陸域
（30ｋｍまで）

二ッ石リニアメント

材木リニアメント

原田東方リニアメント

赤川リニアメント

福浦リニアメント

野平リニアメント

清水山南方断層

恐山東山麓リニアメント （西側）
- 4.8

恐山東山麓リニアメント （東側）

29）

27）

28）



（ ）

1.4.1 活断層調査の概要 (5/6)

30）31）32）

33）34）35）36）37）

16）17）38）39）40）41）42）43）

27）

44）

45）

47）

48）

29）

44）

49） 50）

28）

当社が活動性評価の対象とする断層

断層（伏在断層）

断層等（Dランク）

等

46）

連続性のない断層

撓曲

当社が活動性評価の対象とする断層等

断層等（Eランク）

撓曲

25）

1-30

今泉ほか編(2018)による凡例

（短線は縦ずれの低下側を示す。）
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当社が震源として考慮する活断層
と評価する断層

断層（伏在断層）（ ）

撓曲

凡 例

（陸域）
断層等

撓曲

（海域）

国交省（2014）29）によるF18断層

①

②-2 ②-1

③

⑪
⑫

⑩

⑬

⑭

⑥

⑦

⑧

⑨

大間原子力発電所

30ｋｍ

④

⑤

100ｋｍ

敷地周辺における震源として考慮する活断層
敷地周辺における

震源として考慮する活断層

文献調査，空中写真判読及び海上音波探査により，活
断層の可能性がある断層等を50条抽出し，活動性調査
により14条を震源として考慮する活断層と評価した。※１

1-31

①根岸西方断層 約38ｋｍ 約50ｋｍ

②-1 約31ｋｍ 約42ｋｍ

②-2 約33ｋｍ 約43ｋｍ

③奥尻海盆北東縁断層 約31ｋｍ 約103ｋｍ

④奥尻海盆東縁断層 約50ｋｍ 約86ｋｍ

⑤西津軽海盆東縁断層 約43ｋｍ 約96ｋｍ

⑥恵山岬東方沖断層 約47ｋｍ 約73ｋｍ

⑦清水山南方断層 約11ｋｍ 約28ｋｍ

⑧Ｆ-14断層 約3.4ｋｍ 約12ｋｍ

⑨敷地西方沖断層 約7.2ｋｍ 約20ｋｍ

⑩Ｆ－５断層 約2.9ｋｍ 約35ｋｍ

⑪Ｆ－８断層 約11ｋｍ 約37ｋｍ

⑫Ｆ－９断層 約6.6ｋｍ 約32ｋｍ

⑬Ｆ-28断層～Ｆ-31断層 約13.1ｋｍ 約44ｋｍ

⑭Ｆ-33断層 約7.3ｋｍ 約50ｋｍ

　同時破壊を否定できな
いものとし，国交省

（2014）29）によるF18断層
の位置で評価する。
（評価長さ137ｋｍ）
（距離　約92ｋｍ）

②函館平野西縁断層帯

敷地から
の距離

断層名 評価長さ 備考

②-1は海域南東延長部
を含み，②-2は海域南西
延長部を含む。

※１ 下北半島西部の隆起への対応については，本編資料 「８.下北半島西部の隆起への耐震設計上
の考慮」を参照。
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• 周辺陸域（30ｋｍまで）において震源として考慮する活断層は，「清水山南方断層」である。

• 周辺陸域（30ｋｍ以遠）において震源として考慮する活断層は，「根岸西方断層」及び「函館平野西縁断層帯」である。これら２
条の断層は，海域へ連続する。

活動性調査
（活動性・端部・連続性の調査）

周辺陸域
（30ｋｍまで）

（敷地を中心と
する半径

約30ｋｍ以内）

周辺陸域
（30ｋｍ以遠）
（敷地を中心と

する半径
約30ｋｍ以遠）

・根岸西方断層
・函館平野西縁断層帯

・清水山南方断層

・根岸西方断層
（「根岸西方断層」の陸域部）

・函館平野西縁断層帯
（「函館平野西縁断層帯」の

陸域部）

文献に示される
全ての活断層

及び
リニアメント • 後期更新世以降に活動

した可能性・活動区間の
評価

• 近接して延長線に並ぶ
断層の連続性の評価

断層長さと敷地
への距離から，
敷地への影響が

大きいと評価
する断層等

【抽出】 【活動性評価】
文献調査

全ての
「断層地形の
可能性がある

地形」

文献調査

※１ 文献及び空中写真判読により抽出。
※２ 空中写真判読により抽出。

陸域における活断層の抽出・評価結果

震源として考慮する活断層
（P.1-38）

震源として考慮する活断層
（P.1-40）

1.4.2 陸域の活断層（概要） (1/7)

・二ッ石リニアメント※２

・材木リニアメント※２

・原田東方リニアメント※２

・赤川リニアメント※２

・福浦リニアメント※１

・野平リニアメント※１

・清水山南方断層※１

・恐山東山麓リニアメント※２

文献に示される
全ての活断層

及び
リニアメント

評価対象の抽出

活動性評価の対象とする断層等
（P.1-35, P.1-36）

全
て
の
断
層
等

空中写真判読

活動性評価の対象
とする断層等（P.1-39）

活動性調査
（活動性・端部・連続性の調査）

• 後期更新世以降に活動
した可能性・活動区間の
評価

• 近接して延長線に並ぶ
断層の連続性の評価

1-34
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大間原子力発電所

福
浦

野
平

清水山南方

（亀田半島南部）

（下北半島西部）

1.4.2 陸域の活断層（概要） (2/7)

周辺陸域（30ｋｍまで）における活動性評価の対象とする断層等（1/2）：文献調査

• 文献調査により，周辺陸域（30ｋｍまで）において全ての活断層及び
リニアメントを活動性評価の対象とする断層等として抽出した。

• 活断層研究会編（1991）44)には，「清水山南方断層」，「福浦付近のリ
ニアメント」及び「野平（のだい）付近のリニアメント」が示されており，い
ずれも「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」とされている。

• 寒川ほか（1984）49)，山崎ほか（1986）50)及び今泉ほか編（2018）25)に
は，活断層あるいは推定活断層は示されていない。

番号 断層・リニアメント名
文献※２

による確実度
長さ

敷地からの
距離

① 清水山南方断層 Ⅲ 約10ｋｍ 約27ｋｍ

② （福浦リニアメント）※１ Ⅲ 約2.5ｋｍ 約22ｋｍ

③ （野平リニアメント）※１ Ⅲ 約4.5ｋｍ 約28ｋｍ

※１ 活断層研究会編（1991）44)に名称なし。当社による呼称。
※２ 活断層研究会編（1991）44）。

活動性評価の対象とする断層等 （文献調査）

凡　　 例

陸上活断層

活断層であること

が確実なもの

（確実度Ⅰ）

活断層であると推

定されるもの

（確実度Ⅱ）

活断層の疑のある

リニアメント

（確実度Ⅲ）

短線は縦ずれの低下側を、矢印は横ず

れのむきを示す。

活　 傾　 動

地形面の傾き下る方向

①　清水山南方 断層崖　　　 山地斜面
NE(100

～150)

104年

断層形態　　変位基準

断　層　変　位

備　 考
平均変

位速度

　

m/103年

上　 下
成　 分
隆起側
　 m

横ずれ
成　 分
む　 き
　 m

10 WNW

活断層研究会編（1991）44)による活断層の諸元一覧表

1-35
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1.4.2 陸域の活断層（概要） (3/7)

• 空中写真判読により，周辺陸域（30ｋｍまで）において判読された，全ての
「断層地形の可能性がある地形」を活動性評価の対象とする断層等として
平面図に示し，表にまとめた。

• 文献調査により抽出した，「清水山南方断層」，「福浦リニアメント」，「野平
リニアメント」は，空中写真判読でも抽出された。

番号 断層・リニアメント名
当社による
ランク※１

文献※２

による確実度
空中写真で
判読した長さ

敷地からの
距離

① 二ツ石リニアメント Ｅ なし 約0.4ｋｍ 約２ｋｍ

② 材木リニアメント Ｄ なし 約１ｋｍ 約５ｋｍ

③ 原田東方リニアメント Ｅ なし 約1.5ｋｍ 約８ｋｍ

④ 赤川リニアメント Ｄ なし 約１ｋｍ 約17ｋｍ

⑤ 福浦リニアメント Ｄ Ⅲ 約２ｋｍ 約22ｋｍ

⑥ 野平リニアメント Ｅ Ⅲ 約4.5ｋｍ 約28ｋｍ

⑦ 清水山南方断層 Ｅ Ⅲ 約10ｋｍ 約27ｋｍ

⑧ 恐山東山麓リニアメント Ｄ なし
約12ｋｍ，
約６ｋｍ

約32ｋｍ，
約32ｋｍ

断層地形の可能性がある地形の分類は，断層地形の蓋然性
が高いものからA～Eの５ランクとした。（次頁参照）

記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

※１ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。
※２ 活断層研究会編（1991）44）。

3
0
ｋ
ｍ

⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント③原田東方
リニアメント

周辺陸域（30ｋｍまで）における活動性評価の対象とする断層等（2/2）：空中写真判読

活動性評価の対象とする断層等 （空中写真判読）

1-36

⑦清水山南方断層
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「断層地形の可能性がある地形」の分類 断層地形の蓋然性が高い物からＡランク～Ｅランクの５ランクに分類した。

1.4.2 陸域の活断層（概要） (4/7)

分類
判読内容

段丘面・扇状地等の
平坦面の形状

山地・丘陵内 連続方向・連続性・高度不連続など

Ａ

• ひと続きであることが明瞭な
面上の鮮明な崖，急傾斜面，
溝状凹地，撓み状の地形等
の連続の良い配列からなり，
延長が長く，形成時代が異
なる複数の面がある場合に
は，古い面ほど比高，撓み
量，傾斜等が大きいもの。

• 鮮明な崖，鞍部等の連続の良い配列からなり，ひと続きであることが明瞭な両側の地形に一
様な高度不連続が認められ，かつ以下の１）又は２）が認められるもの。

１） 連続区間が長い
２） 延長上至近距離の段丘面等に左欄に該当する同方向の崖等が認められる

• 尾根・河川が長い区間で同方向に屈曲し，かつ以下の３）～５）のうち少なくとも二つが認めら
れるもの。

３） 屈曲が鮮明
４） 河川の規模と屈曲量との間に正の相関
５） 閉塞丘，風隙等の特異な地形

• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向とは斜交あるいは直交
する。

• 崖の向き，撓み状の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜
方向とは逆方向を示す。

• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向と，崖の向き，撓み状
の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜方向と，同方向であ
るが，明瞭な高度不連続が認められ比高が大きく一様であり連
続も良い場合を含む。

Ｂ

• ひと続きであると推定される
面上のやや鮮明な崖，急傾
斜面，溝状凹地，撓み状の
地形等の連続の良い配列か
らなり，形成時代が異なる複
数の面がある場合には，古
い面ほど比高，撓み量，傾
斜等が大きいもの。

• 崖，鞍部等の連続の良い配列からなり，両側の形態が類似する地形に一様な高度不連続が
認められ，かつ以下の１）又は２）が認められるもの。

１） 地形状態が鮮明
２） 延長上至近距離の段丘面等に左欄に該当する同方向の崖等が認められる

• 尾根・河川が同方向に屈曲し，かつ３）又は４）が認められるもの。
３） 屈曲が長い区間に認められ，かつ以下のａ）～ｃ）のうち少なくとも一つが認められるもの

ａ） 屈曲が鮮明
ｂ） 河川の規模と屈曲量との間に正の相関
ｃ） 閉塞丘，風隙等の特異な地形

４） 上のａ）～ｃ）の全てが認められるもの

• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向とは斜交あるいは直交
する。

• 崖の向き，撓み状の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜
方向とは逆方向を示す。

• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向と，崖の向き，撓み状
の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜方向と，同方向であ
るが，明瞭な高度不連続が認められ比高が大きく一様であり連
続も良い場合を含む。

Ｃ

• 一部で不鮮明な崖，急傾斜
面，溝状凹地，撓み状の地
形等の連続的な配列からな
り，形成時代が異なる複数
の面がある場合には連続す
るもの。

• 崖，鞍部等の連続の良い配列からなり，両側の地形に一様な高度不連続が認められるもの。
• 尾根・河川が同方向に屈曲し，かつ以下の１）又は２）が認められるもの。

１） 屈曲が長い区間に認められるもの
２） 以下のａ）～ｃ）のうち少なくとも二つが認められるもの

ａ） 屈曲が鮮明
ｂ） 河川の規模と屈曲量との間に正の相関
ｃ） 閉塞丘，風隙等の特異な地形

• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向とはやや斜交する。
• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向と，崖の向き，撓み状

の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜方向と，同方向であ
るが，高度不連続が認められ比高が大きく連続も良いが，一部
で不明瞭となる場合を含む。

Ｄ

• 不鮮明な崖，急傾斜面，溝
状凹地，撓み状の地形等の
配列からなり，延長が短く断
続することが多いもの。

• 不鮮明な崖，鞍部等の連続の良い配列からなり，両側の地形に高度不連続が認められるが不
明瞭なもの。

• 尾根・河川が同方向に屈曲し，かつ以下の１）～３）のうち少なくとも一つが認められるもの。
１） 屈曲が鮮明
２） 河川の規模と屈曲量との間に正の相関
３） 閉塞丘，風隙等の特異な地形

• 高度不連続は不明瞭であり，崖等の配列方向は河川，海岸線
の方向と，崖の向き，撓み状の地形の傾斜方向等は地形面の
一般傾斜方向と同方向あるいは斜交し，一部で寸断され断続
する。

Ｅ

• 面上に崖，急傾斜面等は認
められない。

• 不鮮明な崖，鞍部等の配列からなり，両側の地形に高度不連続が認められるが不明瞭なもの。
• 尾根・河川が同方向に屈曲しているもの。

• 高度不連続は認められても，不明瞭である。
• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向と，崖の向き，撓み状

の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜方向と同方向ある
いは斜交し，しばしば切断され，断続的である。
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周辺陸域（30ｋｍまで）における活動性評価の結果（概要）

1.4.2 陸域の活断層（概要） (5/7)

断層地形の可能性がある地形の分類は，断層地形の蓋然性
が高いものからA～Eの５ランクとした。

記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

※１ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。
※２ 活断層研究会編（1991）44）。

3
0
ｋ
ｍ

⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント③原田東方
リニアメント

活動性調査によれば，赤字で示す「清水山南方断層」は後期更新世以降の
活動が否定できない断層であり，文献調査結果よりも約１ｋｍ延長した約11ｋ
ｍの区間を周辺陸域（30ｋｍまで）における震源として考慮する活断層と評価
する。

活動性評価の結果（概要）

：震源として考慮する活断層 活動性評価の結果： ○あり，×なし

1-38

⑦清水山南方断層

番号 断層・リニアメント名
当社による
ランク※１

文献※２

による確実度
評価長さ 敷地からの距離

活動性評価の結果

活動性 評価の掲載箇所

① 二ツ石リニアメント Ｅ なし - - ×

補足説明資料，
4.1～4.6

② 材木リニアメント Ｄ なし - - ×

③ 原田東方リニアメント Ｅ なし - - ×

④ 赤川リニアメント Ｄ なし - - ×

⑤ 福浦リニアメント Ｄ Ⅲ - - ×

⑥ 野平リニアメント Ｅ Ⅲ - - ×

⑦ 清水山南方断層 Ｅ Ⅲ 約11ｋｍ 約28ｋｍ ○
本編資料，3.2

補足説明資料，4.7

⑧ 恐山東山麓リニアメント Ｄ なし - - × 補足説明資料，4.8

第922回審査会合
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②

函
館
平
野
西
縁
断
層
帯

①

根
岸
西
方
断
層

1.4.2 陸域の活断層（概要） (6/7)

周辺陸域（30ｋｍ以遠）における活動性評価の対象とする断層等：文献調査

文献調査により，周辺陸域（30ｋｍ以遠）において全ての活断層
及びリニアメントを抽出し，敷地への影響を考慮して，「根岸西方断
層」及び「函館平野西縁断層帯」を活動性評価の対象とする断層等
として抽出した。

番号 断層・リニアメント名
文献※１

による確実度
長さ

敷地からの
距離

① 根岸西方断層 Ⅱ 約７ｋｍ 約46ｋｍ

② 函館平野西縁断層帯※２ Ⅰ 約14ｋｍ 約45ｋｍ

※１ 活断層研究会編（1991）44）。
※２ 活断層研究会編（1991）44）による「渡島大野断層」，「函館平野西縁断層」及び「茂辺地断

層」は，近接して分布するため，断層の走向・傾斜・変位センス等の特徴を踏まえて，一連
の断層として「函館平野西縁断層帯」とした。

活動性評価の対象とする断層等

凡 例

１８) 49) 50)・活断層研究会編（1991）44）による凡例 １７)25)

1-39
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②

函
館
平
野
西
縁
断
層
帯

①

根
岸
西
方
断
層

周辺陸域（30km以遠）における活動性評価の結果

1.4.2 陸域の活断層（概要） (7/7)

周辺陸域（30ｋｍ以遠）における活動性評価の結果（概要）

• 活動性調査によれば，赤字で示す「根岸西方断層」及び「函館
平野西縁断層帯」は後期更新世以降の活動が否定できない断層
であり，周辺陸域（30ｋｍ以遠）における震源として考慮する活断
層と評価する。

• これら２条の断層は，海域へ連続するため，海域延長部を含め
て活動性を評価する。

※１ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。
※２ 活断層研究会編（1991）44）。
※３ 海域延長部を含む評価長さ。
※４ ②については，②-1を海域南東延長部を含む範囲，②-2を海域南西延長部を含む範囲とする。

：震源として考慮する活断層 活動性評価の結果： ○あり，×なし

1-40

活動性評価の結果（概要）

凡 例

活断層研究会編（1991） 44）による活断層

断層等

撓曲

震源として考慮する活断層

断層等

番号 断層・リニアメント名
当社による
ランク※１

文献※２

による
確実度

評価長さ※３ 敷地からの
距離

活動性評価の結果

活動性 評価の掲載箇所

① 根岸西方断層 C Ⅱ 約38ｋｍ 約50ｋｍ ○ 本編資料，4.2

② 函館平野西縁断層帯※４ A Ⅰ
②-1 約31ｋｍ
②-2 約33ｋｍ

約42ｋｍ
約43ｋｍ

○ 本編資料，4.3
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1.4.3 海域の活断層（概要） (1/6)

文献調査

敷地前面海域
（敷地を中心とす
る半径約30ｋｍの
範囲，その西方
及び南方海域）

外側海域
（敷地前面海域
の外側の海域）

・恵山岬東方沖断層
・奥尻海盆北東縁断層
・奥尻海盆東縁断層
・西津軽海盆東縁断層

【抽出】 【活動性評価】

海上音波探査

文献調査

・Ｆ－２断層～Ｆ－４断層
（「函館平野西縁断層帯」の

海域部）

・Ｆ-25断層～Ｆ-27断層
（「根岸西方断層」の海域部）

・Ｆ-14断層

・Ｆ-18断層～Ｆ-24断層
(「敷地西方沖断層」)

・Ｆ－５断層

・Ｆ－８断層

（「Ｆ－８断層」の海域部）

・Ｆ－９断層

・Ｆ-28断層～Ｆ-31断層
（「Ｆ-28断層～Ｆ-31断層 」）

・Ｆ-33断層

震源として考慮する活断層
（P.1-45）

震源として考慮する活断層
（P.1-47）

※１ 活動性評価により一連の断層と評価される断層

・恵山岬北方沖撓曲
・恵山岬東方沖撓曲
・恵山岬東方沖断層
・大陸棚外縁断層
・国交省（2014）29）のＦ18断層

・海上保安庁水路部（2000）43)のＦ－１断層～Ｆ－４断層
（当社のＦ－２断層～Ｆ－４断層に該当）

・産総研・道総研（2012）47)のＦ－１断層～Ｆ－２断層
（当社のＦ－２断層～Ｆ－３断層に該当）

・産総研・東海大（2012）48)の平舘断層
（当社のＦ-25断層～Ｆ-27断層に該当）

・産総研・東海大（2012）48）の平舘海峡撓曲
（当社のＦ-28断層～Ｆ-31断層に該当）

・上村（1975）28)の下北海岸断層

・渡辺ほか（2012）27）の海底活断層 など

• 敷地前面海域における震源として考慮する活断層は，Ｆ－２断層～Ｆ－４断層（「函館平野西縁断層帯」の海域部），Ｆ-25断層～Ｆ-27断
層（「根岸西方断層」の海域部），Ｆ-14断層，Ｆ-18断層～Ｆ-24断層（「敷地西方沖断層」）等，９条の断層である。

• 外側海域における震源として考慮する活断層は， 「恵山岬東方沖断層」，「奥尻海盆北東縁断層」，「奥尻海盆東縁断層」及び「西津軽
海盆東縁断層」の４条の断層である。

• なお，文献調査で抽出した，上村（1975）28）による「下北海岸断層」及び渡辺ほか(2012)27）による「海底活断層」は認められない。

断層長さと敷地
への距離から，
敷地への影響が

大きいと評価
する断層

文献に示される
全ての活断層

活動性調査
（活動性・端部・

連続性の調査）

評価対象の抽出

海域における活断層の抽出・評価結果

・Ｆ－１断層
・Ｆ－２断層～

Ｆ－４断層※１

・Ｆ－５断層
・Ｆ－７断層
・Ｆ－８断層
・Ｆ－９断層
・Ｆ-10断層
・Ｆ-11断層

・Ｆ-25断層～
Ｆ-27断層 ※１

・Ｆ-28断層～
Ｆ-31断層 ※１

・Ｆ-32断層
・Ｆ-33断層

・Ｆ-12断層
・Ｆ-13断層
・Ｆ-14断層
・Ｆ-15断層
・Ｆ-16断層
・Ｆ-17断層
・Ｆ-18断層～

Ｆ-24断層※１

文献に示される
全ての活断層

連続性のある
断層

評価対象の抽出

判読された
全ての断層

（同上）

全
て
の
断
層

活動性評価の対象とする断層 （P.1-43, P.1-44）

活動性評価の対象とする断層 （P.1-46）

後期更新
世以降に活
動した可能
性 ・ 活 動 区
間の評価

近 接 し て
延長線に並
ぶ断層の連
続性の評価

活動性調査
（活動性・端部・

連続性の調査）

1-42

（P.1-28）

第922回審査会合
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1.4.3 海域の活断層（概要） (2/6)

① 海上保安庁水路部（2000）43）のＦ－１断層～Ｆ－４断層

（当社のＦ－２断層～Ｆ－４断層に該当）

② 産総研・道総研（2012）47）のＦ－１断層～Ｆ－２断層

（当社のＦ－２断層～Ｆ－３断層に該当）

③ 産総研・東海大（2012）48）の平舘断層

（当社のＦ-25断層～Ｆ-27断層に該当）

④ 産総研・東海大（2012）48）の平舘海峡撓曲

（当社のＦ-28断層～Ｆ-31断層に該当）

⑤ 上村（1975）28）の下北海岸断層

（当社の海上音波探査では該当なし）

⑥ 渡辺ほか（2012）27）の海底活断層

（当社の海上音波探査では該当なし） など

敷地前面海域における活動性評価の対象とする断層（1/2）：文献調査

活動性評価の対象とする断層 （文献調査）

⑥

⑤

④

③

①②

大間原子力発電所

文献調査により，敷地前面海域において全ての文献活断
層を抽出し，６条の文献活断層を活動性評価の対象とする
断層として抽出した。

1-43

凡 例

47）

48）

43）
等

28）

27）

第922回審査会合
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敷地前面海域における活動性評価の対象とする断層（2/2）：海上音波探査

1.4.3 海域の活断層（概要） (3/6)

本海底地形陰影図は，（財）日本水路協会（2009）海底地形デジタルデータ M7006「津軽海峡東部」51） 及び
国土地理院 沿岸海域地形図「平舘海峡」18），「青森」19），並びに沿岸域広域地形図 「陸奥湾」20）を基に編集した。
陰影図の光源はNW→SE向きとした。

• 敷地前面海域において海上音波探査により判読された全て
の断層のうち，連続性のある32条の断層を活動性評価の対
象として平面図に示し，評価結果を次頁の表に示す※１。

• なお，文献調査（前頁）により抽出された①～④の断層は海
上音波探査により認められるが，⑤上村（1975）28）による「下
北海岸断層」及び⑥渡辺ほか(2012)27）による「海底活断層」な
どは，海上音波探査では認められない。

※１ 海上音波探査記録は，第432回審査会合資料 机上配布資料を参照。

30ｋｍ

30ｋｍ

大間原子力発電所

5ｋｍ

凡 例凡 例

（伏在断層）

1-44
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⑤

⑥

Ｆ-31

Ｆ-1

（伏在断層）

（伏在断層）

Ｆ-28

本海底地形陰影図は，（財）日本水路協会（2009）海底地形デジタルデータ M7006「津軽海峡東部」51） 及び
国土地理院 沿岸海域地形図「平舘海峡」18），「青森」19），並びに沿岸域広域地形図 「陸奥湾」20）を基に編集した。
陰影図の光源はNW→SE向きとした。

1.4.3 海域の活断層（概要） (4/6)

• 活動性調査によれば，赤字で示す22条の断層は，後期更新世以降の活動が否定できない断層であり，敷地前面海域における震源として考慮する活断層と評価
する。

• このうち，近接して分布するＦ－２断層～Ｆ－４断層（「函館平野西縁断層帯」の海域部），Ｆ-25断層～Ｆ-27断層（「根岸西方断層」の海域部），Ｆ-18断層～Ｆ-24断
層（「敷地西方沖断層」），「Ｆ-28断層～Ｆ-31断層」は，断層の走向・傾斜・変位センス等の特徴を踏まえて，それぞれ一連の断層と評価する。

敷地前面海域における活動性評価の結果（概要）
：震源として考慮する活断層

活動性評価の結果（概要） 活動性評価の結果： ○あり，×なし

1-45

断層名
主な
文献
※ １

単体の

評価長さ
敷地から

の距離

活動性評価の結果

活 動
性 評価の掲載箇所 ※２

Ｆ－１ － 約7.0ｋｍ 約31ｋｍ × 補足 6.2
(P.6-2～P.6.6)

Ｆ－２

ⅰ
ⅱ

約5.1ｋｍ 約38ｋｍ ○ （「函館平野西縁
断層帯」の海域部

として評価）
本編 4.3.4

(P.4-60～P.4-69)

Ｆ－３ 約3.5ｋｍ 約35ｋｍ ○

Ｆ－４ 約7.4ｋｍ 約30ｋｍ ○

Ｆ－５ － 約2.9ｋｍ 約35ｋｍ ○ 補足 6.2
(P.6-7～P.6-9)

Ｆ－７ － 約1.9ｋｍ 約32ｋｍ × 補足 6.2
(P.6-11～P.6-16)

Ｆ－８ － 約7.7ｋｍ 約35ｋｍ ○

（「Ｆ-８断層」の海
域部として評価）

補足 6.2
(P.6-17～P.6-19)

Ｆ－９ － 約6.6ｋｍ 約32ｋｍ ○ 補足 6.2
(P.6-20～P.6-24)

Ｆ-10 － 約5.1ｋｍ 約21ｋｍ × 補足 6.2
(P.6-25～P.6-27)

Ｆ-11 － 約5.6ｋｍ 約19ｋｍ × 補足 6.2
(P.6-29～P.6-31)

Ｆ-12 － 約3.8ｋｍ 約16ｋｍ × 補足 6.2
(P.6-33～P.6-35)

Ｆ-13 － 約3.9ｋｍ 約16ｋｍ × 補足 6.2
(P.6-37～P.6-39)

Ｆ-14 － 約3.4ｋｍ 約12ｋｍ ○ 本編 5.2
(P.5-6～P.5-12)

Ｆ-15 － 約4.3ｋｍ 約5ｋｍ × 補足 6.2
(P.6-41～P.6-46)

Ｆ-16 － 約7.1ｋｍ 約11ｋｍ × 補足 6.2
(P.6-47～P.6-51)

Ｆ-17 － 約8.8ｋｍ 約14ｋｍ × 補足 6.2
(P.6-53～P.6-54)

断層名
主な
文献
※ １

単体の

評価長さ
敷地から

の距離

活動性評価の結果

活 動
性 評価の掲載箇所 ※２

Ｆ-18 － 約1.7ｋｍ 約17ｋｍ ○

（「敷地西方沖
断層」として評価）

本編 5.3
(P.5-14～P.5-17)

Ｆ-19 － 約2.4ｋｍ 約18ｋｍ ○

Ｆ-20 － 約2.8ｋｍ 約19ｋｍ ○

Ｆ-21 － 約3.1ｋｍ 約21ｋｍ ○

Ｆ-22 － 約1.6ｋｍ 約19ｋｍ ○

Ｆ-23 － 約3.8ｋｍ 約21ｋｍ ○

Ｆ-24 － 約1.8ｋｍ 約22ｋｍ ○

Ｆ-25

ⅲ

約15.6ｋｍ 約41ｋｍ ○ （「根岸西方断層」
の海域部を評価）

本編 4.2.4.1
(P.4-22～P.4-26)

本編 4.2.4.2
(P.4-28～P.4-32)

Ｆ-26 約4.5ｋｍ 約41ｋｍ ○

Ｆ-27 約15.6ｋｍ 約56ｋｍ ○

Ｆ-28

ⅲ

約13.1ｋｍ 約44ｋｍ ○
（「Ｆ-28断層～

Ｆ-31断層」
として評価）

補足 6.2
(P.6-55～P.6-60)

Ｆ-29 約2.1ｋｍ 約40ｋｍ ○

Ｆ-30 約3.2ｋｍ 約43ｋｍ ○

Ｆ-31 約3.7ｋｍ 約45ｋｍ ○

Ｆ-32 － 約7.2ｋｍ 約51ｋｍ × 補足 6.2
(P.6-61～P.6-62)

Ｆ-33 － 約7.3ｋｍ 約50ｋｍ ○ 補足 6.2
(P.6-63～P.6-68)

⑤上村
(1975 ) 28 ) ⅳ - - × 補足 1.5.1

(P.1-92～P.1-140)

⑥渡辺ほか

(2012 ) 27 ) ⅴ - - × 補足 1.5.2
(P.1-142～P.1-190)

※１ ⅰ 海上保安庁水路部（2000）43）

ⅱ 産総研・道総研（2012）47）

ⅲ 産総研・東海大（2012）48）

ⅳ 上村（1975）28）

ⅴ 渡辺ほか（2012）27）

※２ 本編：本編資料，
補足：補足説明資料

大間原子力発電所

第922回審査会合
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外側海域における活動性評価の対象とする断層：文献調査

1.4.3 海域の活断層（概要） (5/6)

活動性評価の対象とする断層

文献調査により，外側海域において全ての活断層を抽出し，
敷地への影響を考慮して，５条の活断層を活動性評価の対
象とする断層として抽出した。

番号 断層・リニアメント名 主な文献※１ 長さ
敷地からの

距離

① 大陸棚外縁断層 ⅰ 約85ｋｍ 約57ｋｍ

② 恵山岬東方沖撓曲 ⅰ 約39ｋｍ 約68ｋｍ

③ 恵山岬北方沖撓曲 ⅰ 約46ｋｍ 約69ｋｍ

④ 恵山岬東方沖断層 ⅱ 約16ｋｍ 約64ｋｍ

⑤
国土交通省（2014）29）

によるＦ18断層
ⅲ 137ｋｍ 約92ｋｍ

大間原子力発電所

③

②
④

⑤

①

44)30)

33)

国土交通省（2014）
29)

断層

1-46

※１ ⅰ 活断層研究会編 「［新編］日本の活断層」44）

ⅱ 地質調査所 「海底地質図」30）

ⅲ 国土交通省 29）

（断層長さは当該文献による。）
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1.4.3 海域の活断層（概要） (6/6)

• 活動性調査によれば，赤字で示す「恵山岬東方
沖断層」，「奥尻海盆北東縁断層」，「奥尻海盆東
縁断層」及び「西津軽海盆東縁断層」 は後期更
新世以降の活動が否定できない断層であり，外
側海域における震源として考慮する活断層と評
価する。

• なお，「奥尻海盆北東縁断層」，「奥尻海盆東縁
断層」及び「西津軽海盆東縁断層」は，同時破壊
を否定できないものとし，国交省（2014）29）による
F18断層の位置で評価する。（長さ137ｋｍ）

活動性評価の結果（概要）

：震源として考慮する活断層 活動性評価の結果： ○あり，×なし

外側海域における活動性評価の結果（概要）

外側海域の地質

※１ ⅰ 活断層研究会編 「［新編］日本の活断層」44）

ⅱ 地質調査所 「海底地質図」30）

ⅲ 国土交通省 29）

大間原子力発電所

①大陸棚外縁断層

②恵山岬東方沖撓曲

③恵山岬北方沖撓曲

同時破壊を否
定できないもの
と し ， 国 交 省
（2014）29）による
F18断層の位置
で評価する。
（長さ137ｋｍ）

⑥奥尻海盆東縁断層
評価長さ：約50ｋｍ

⑤奥尻海盆北東縁断層
評価長さ：約31ｋｍ

⑦西津軽海盆東縁断層
評価長さ：約43ｋｍ

国土交通省

44)30)

33)

29)

凡 例

震源として考慮する活断層

活断層

活撓曲

1-47

④恵山岬東方沖断層
評価長さ：約47ｋｍ

番号 断層名
主な

文献※１ 評価長さ
敷地

からの
距離

活動性評価の結果

備考

活動性
評価の

掲載箇所※２

① 大陸棚外縁断層 ⅰ - - ×
補足，7.1

(P.7-2～P.7-5）

② 恵山岬東方沖撓曲 ⅰ - - ×
補足，7.2

(P.7-8～P.7-11）

③ 恵山岬北方沖撓曲 ⅰ - - ×
補足，7.3

(P.7-14～P.7-17）

④ 恵山岬東方沖断層 ⅱ 約47ｋｍ 約73ｋｍ ○
本編， 6.2

(P.6-6～P.6-9）

⑤ 奥尻海盆北東縁断層 ⅲ 約31ｋｍ 約103ｋｍ ○
本編資料 6.3

(P.6-12～P.6-15）

同時破壊を否定で

きないものとし，国

交省（2014）29）によ

るF18断層の位置で

評価する。

（評価長さ137ｋｍ）

（距離 92ｋｍ）

本編資料 6.6

(P.6-30～P.6-37）

⑥ 奥尻海盆東縁断層 ⅲ 約50ｋｍ 約86ｋｍ ○
本編資料 6.4

(P.6-18～P.6-21）

⑦ 西津軽海盆東縁断層 ⅲ 約43ｋｍ 約96ｋｍ ○
本編資料 6.5

(P.6-24～P.6-27）

※２ 本編：本編資料，
補足：補足説明資料
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1-501.4.4 活断層調査のまとめ

当社が震源として考慮する活断層
と評価する断層

断層（伏在断層）（ ）

撓曲

凡 例

（陸域）
断層等

撓曲

（海域）

国交省（2014）29）によるF18断層

①

②-2 ②-1

③

⑪
⑫

⑩

⑬

⑭

⑥

⑦

⑧

⑨

大間原子力発電所

30ｋｍ

④

⑤

100ｋｍ

敷地周辺における震源として考慮する活断層
敷地周辺における

震源として考慮する活断層

文献調査，空中写真判読及び海上音波探査により，活
断層の可能性がある断層等を50条抽出し，活動性調査
により14条を震源として考慮する活断層と評価した。※１

①根岸西方断層 約38ｋｍ 約50ｋｍ

②-1 約31ｋｍ 約42ｋｍ

②-2 約33ｋｍ 約43ｋｍ

③奥尻海盆北東縁断層 約31ｋｍ 約103ｋｍ

④奥尻海盆東縁断層 約50ｋｍ 約86ｋｍ

⑤西津軽海盆東縁断層 約43ｋｍ 約96ｋｍ

⑥恵山岬東方沖断層 約47ｋｍ 約73ｋｍ

⑦清水山南方断層 約11ｋｍ 約28ｋｍ

⑧Ｆ-14断層 約3.4ｋｍ 約12ｋｍ

⑨敷地西方沖断層 約7.2ｋｍ 約20ｋｍ

⑩Ｆ－５断層 約2.9ｋｍ 約35ｋｍ

⑪Ｆ－８断層 約11ｋｍ 約37ｋｍ

⑫Ｆ－９断層 約6.6ｋｍ 約32ｋｍ

⑬Ｆ-28断層～Ｆ-31断層 約13.1ｋｍ 約44ｋｍ

⑭Ｆ-33断層 約7.3ｋｍ 約50ｋｍ

　同時破壊を否定でき
ないものとし，国交省

（2014）29）によるF18断
層の位置で評価する。
（評価長さ137ｋｍ）
（距離　約92ｋｍ）

②函館平野西縁断層帯

敷地から
の距離

断層名 評価長さ 備考

②-1は海域南東延長
部を含み，②-2は海域
南西延長部を含む。

※１ 下北半島西部の隆起への対応については，本編資料 「８.下北半島西部の隆起への耐震設計上
の考慮」を参照。
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＊１：調査位置は本編資料Ｐ.2-3参照。
＊２：調査位置は第862回審査会合資料

１－１，Ｐ.1-4参照。
＊３：調査位置（sF断層系以外）は第862回

審査会合資料１－１，Ｐ.1-5参照。

敷地及び敷地極近傍の調査の流れ

②重要な安全機能を有する施設※の基礎地盤の調査＊２

試掘坑調査

• 坑壁地質観察

掘削面調査

• 掘削面地質観察

将来活動する可能性のある断層等の有無を確認

基礎地盤確認ボーリング

• 鉛直孔，斜め孔

③断層・シームの活動性評価の調査＊３

トレンチ調査

• トレンチ法面地質観察

補足調査坑調査

• 坑壁地質観察

試料分析

• 薄片，XRD，年代測定等

活動性評価
（上載地層との関係，断層相互の切断関係，鉱物脈との関係等）

掘削面調査

• 掘削面地質観察

断層の活動性評価に係るボーリング

• 鉛直孔，斜め孔

【評価対象】
• 震源として考慮する活断層

〔敷地内の地盤〕

【評価対象】
• 震源として考慮する活断層
• 地震活動に伴って永久変位が生じる断層
• 支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面

〔重要な安全機能を有する施設の基礎地盤〕

※： 「実用発電用原子炉及びその附属施設の
位置，構造及び設備の基準に関する規
則」の第三条の「耐震重要施設」及び第三
十八条の「重大事故等対処施設」をいう。

敷地に分布する断層のうちsF断層系については，敷地の外へ続くことを確認したことから，敷地極近傍の断層とする。
sF断層系は重要な安全機能を有する施設の近傍に分布することから，敷地の断層に準じた調査・評価を行う。

2.1 概要（1/6）

①敷地の地質・地質構造の調査＊１

• 断層地形の可能性がある地形及び地すべり地形の有無を確認
• 地質・地質構造を把握（震源として考慮する活断層の有無を確認）

文献調査，変動地形学的調査，地球物理学的調査，地表地質調査，グリッドボーリング，その他

敷地極近傍の断層として，sF断層系
が震源として考慮する活断層に該当
するか否かを評価する。

【評価対象】
• 震源として考慮する活断層

〔敷地極近傍〕

• 敷地内において，上記①②の調査でcf断層系，sF断層系，dF断層系及びシームを確認し，③の調査でそれらの活動性を評価する。
• このうち，sF断層系（sF-１断層及びsF-２断層系）については，重要な安全機能を有する施設の基礎地盤に分布しないことから，震源として考慮する活断層に該当する

か否かを評価する（第四条対象）。
• sF-１断層については，後期更新世以降の活動性を評価できる上載地層が分布しないことから，地下深部への連続性の検討等により総合的に評価する。sF-２断層系

については，見掛けの水平変位量が最大のsF-２-１断層を代表断層として，上載地層法により後期更新世以降の活動性を評価する。

敷地の調査（cf断層系，sF断層系，dF断層系及びシーム）

sF断層系は重要な安全機能を有する施設の
基礎地盤に分布しないことから，震源として考
慮する活断層に該当するか否かを評価する
（第四条対象）。

sF-１断層及びsF-２断層系は共役断層とし
て形成されたと推定されるが，最終活動時期
が同じではない可能性があることから，個別に
活動性を評価する（本編資料P.2-6参照）。

• sF-１断層については，敷地の外へ続くこと
から，敷地周辺の断層との連続性を調査し，
上載地層が分布しないことから，地下深部
への連続性の検討等により総合的に評価。

• sF-２断層系については，見掛けの水平変
位量に基づき代表断層（sF-２-１断層）を選
定し，上載地層法により活動性を評価。

sF断層系の調査・評価

総合評価

• 地下深部への連続性の検討
• 後期更新世以降の活動性の検討（多重

逆解法を用いた応力場による検討）
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2.1 概要（2/6）

その他のボーリング

dF断層系

注１）断層の分布はT.P.-14mにおける位置。
注２）本図のシームS-11層準（FT5-3＊１）の位置は，

平成30年5月末時点の掘削面の地質データに基づいて示した。

敷地の調査

• 敷地において，地形及び地質・地質構造の調査として文献調査，変動地形学的調査，地球物理学的調査，地表地質調査，グリッドボーリング等を実施し，さらに重要
な安全機能を有する施設の基礎地盤及び断層活動性の調査として掘削面調査，トレンチ調査，ボーリング等を実施した。

• 敷地極近傍の断層であるsF断層系は重要な安全機能を有する施設の基礎地盤に分布しないことから，震源として考慮する活断層に該当するか否かを評価する。

dF断層系
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2.1 概要（3/6）

敷地の地質層序表

*

＊：敷地の大畑層の年代は補足説明資料P.2-7参照。

沖積層，古砂丘堆積物，崖錐堆積物，
Ｍ3，Ｍ1，Ｈ4面段丘堆積物

凝灰質礫岩
(一部に溶岩，火山砕屑岩が挟在)

火 山 砕 屑 岩

火山砕屑岩（一部にシルト岩が挟在）

安 山 岩 溶 岩

シルト岩，火山砕屑岩

火山砕屑岩（軽石凝灰岩を主とし，
一部に酸性凝灰岩，シルト岩が挟在）

デ イ サ イ ト

玄 武 岩

地 質 境 界

断 層

凡 例

敷地の地質概要

• 大間層及び易国間層は，全体に約５°～10°の南傾斜を成す。
• 玄武岩は，地表面下約280ｍ以深の大間層中に貫入している。
• デイサイトは，敷地の北部で地表面下約110ｍ～300ｍの大間層に

ほぼ水平に貫入し，上位の地層を押し上げた構造を成す。
• 大畑層は，主として敷地の北部で谷状の凹地を埋めて分布する。

１-１’断面

デイサイト

大畑層

大間層

易国間層

dF断層系

S N

玄武岩

Qt

１ １’

cｆ断層系

df-２

df-５
dF-c

cf-1
df-３

dF-a

断面位置図

敷地範囲

0 300m
この地図は，国土地理院の地理院地図（電子国土

Web）を使用したものである。
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IT-62
IT-65

IT-64

上
部
層

下
部
層

易
国
間
層

• 敷地の掘削面において，sF断層系（sF-１断層及びsF-２断層系）の分布・性状を確認するために，掘削面地質観察（T.P.約０ｍ付近）及びボーリング調査を実施した。

• 掘削面より北側のsF-１断層の分布を確認するため，敷地内でボーリング調査（IT-62孔，IT-64孔及びIT-65孔）を実施した（本編資料P.2-11参照）。

• sF-１断層及びsF-２断層系は，地質構造的特徴と応力場との関係により，中～後期中新世に形成された共役断層と推定される（本編資料P.2-6，P.2-50～P.2-59 ，
補足説明資料P.2-102参照）ことから，同じsF断層系として一括する。

2.1 概要（4/6）

位置図

注） 本図の地質分布表示範囲で掘削面地質観察を実施。

sF断層系一覧

敷地のsF断層系の概要：掘削面地質観察及びボーリング調査

*１：設置変更許可申請書提出以降平成30年５月までに追加取得した調査データを取り
入れた数値。

*２：「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規
則」の第三条の「耐震重要施設」及び第三十八条の「重大事故等対処施設」をいう。

*３：ｓF-２-２断層の見掛けの水平変位量については，sF-２-２断層は連続性が小さく
sF-２-１断層に収れんするため，sF-２-1断層の変位量で代表するものとする。

*４：細粒固結部の分布・性状については，本編資料P.2-16～P.2-18，補足説明資料
P.2-24～P.2-26参照。

＊３

＊４

敷地範囲

0 300m

sF-２断層系

この地図は，国土地理院の地理院地図
（電子国土Web）を使用したものである。

（細線：試料採取孔）
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2.1 概要（5/6）

sF断層系の分類及び活動性評価の区別の考え方

sF-１断層とsF-２断層系は，分布・変位センスに基づく地質構造的特徴と応力場との関係により，中～後期中新世に形成された共役
断層と推定される（本編資料P.2-50～P.2-59，補足説明資料P.2-102参照）ことから，同じsF断層系として一括する。以下に，主な内容を
示す。

• sF-１断層はN-S～NNW-SSE走向，sF-２断層系はN-S～NNE-SSW走向で高角傾斜を成し，近接して分布。

• sF-１断層は右横ずれセンス，sF-２断層系は左横ずれセンスである。

• sF-１断層とsF-２-１断層との掘削面底盤での交角は約30°であることから，NNE-SSWの最大主応力軸の応力場で同時期に形
成された横ずれの共役断層と推定される。

• 形成時の応力場は中～後期中新世の広域応力場（最大主応力軸：NE-SW）におおむね調和的。

• なお，両断層に挟まれた部分は見掛け上，地溝状に落ち込む構造を示す（本編資料P.2-12，2-13参照）が，これは南へ緩く傾斜
する地層がほぼN-S走向の断層で横ずれ変位することにより生じる見掛けの構造である。

① sF断層系の分類

② 変位センス，性状等による活動性評価の区別

変位センス，性状等 sF-１断層 sF-２断層系

変位センス 右横ずれセンス 左横ずれセンス

走向・傾斜 N-S～NNW-SSE・高角傾斜 N-S～NNE-SSW・高角傾斜

性
状

最大破砕幅（cm） 57 0～4

見掛けの最大変位量（鉛直：ｍ） 45 3～6

見掛けの最大変位量（水平：ｍ） 73 9～71

固結度 周辺岩盤より低い 周辺岩盤と同等か低い

上記のようにsF断層系は中～後期中新世に形成された共役断層と推定されるが，下記の通り，変位センス，性状等に違いが認
められ，最終活動時期が同じではない可能性があることから，sF-１断層とsF-２断層系それぞれ個別に活動性を評価する。
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• sF-１断層については，後期更新世以降の活動性を評価できる上載地層が分布しないことから，地下深部
への連続性の検討及び後期更新世以降の活動性の検討により，総合的に評価した。

• sF-１断層の下方延長部の鍵層AT-22に変位はなく，sF-１断層は少なくともT.P.約-290ｍまでは到達しな
いと判断されることから地下深部に連続する断層ではないと判断され，後期更新世以降の活動はないと考
えられることから，総合的評価により，震源として考慮する活断層には該当しないと判断される。

• sF-２断層系（sF-２-１～２-３）は，いずれも左横ずれセンスを示すことから，見掛けの水平変位量が最大
のsF-２-１断層を代表断層として，上載地層法により活動性を評価した。

• 代表断層のsF-２-１断層は上載地層である鮮新統の大畑層に不整合で覆われ，その基底面に変位・変形
がないことから，sF-２断層系は後期更新世以降の活動はなく，震源として考慮する活断層に該当しないと
判断される。

sF-１断層は震源として考慮する活断層に該当しない

sF-１断層の総合的評価（2.2.1章(2)，(3)参照）

sF-２断層系は震源として考慮する活断層に該当しない

sF-２断層系の活動性評価（2.2.2章(2)参照）

sF断層系は震源と
して考慮する活断
層に該当しない

2.1 概要（6/6）

敷地極近傍の断層の評価

sF断層系は重要な安全機能を有する施設の基礎地盤に分布しないことから，震源として考慮する活断層に
該当するか否かを評価する（第四条対象）。
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（1） 分布・性状

走向・傾斜 性 状

・明瞭な断層面
・破砕部を伴う

掘削面調査，ボーリング調査等

N-S～NNW-SSE走向，高角傾斜（右横ずれセンス）

・N-S～NNW-SSE走向
・主に高角傾斜

sF-１断層

変位センス

・右横ずれセンス

③敷地周辺の調査

敷地近傍の文献活断層及び断層地
形の可能性がある地形との連続性

敷地前面海域の
断層との連続性

連続しない

文献調査・空中写真判読 音波探査

sF-１断層は敷地周辺の活断層には連続しない

連続しない

南方及び北方の延長

・南方は奥戸漁港までは延長しない
・北方は根田内までは延長しない

海底地形調査・ボーリング調査

②敷地極近傍の調査①敷地の調査

敷地極近傍の範囲に限定的に分布

〔第四条に関する検討〕

sF-１断層の調査・評価の考え方

2.2.1 sF-１断層

（2） 地下深部への連続性の検討

少なくとも後期更新世以降の活動はないと考えられる

sF-１断層形成に関わる応力場の解析

• sF-１断層には，第四紀の東西性の水平圧縮応力
場での逆断層活動を示唆する高角傾斜の条線なし

• 最大主応力軸はNE-SW方向でほぼ水平で，中～後
期中新世及び鮮新世の応力場におおむね調和的

• 第四紀の東西圧縮応力場には整合しない

• したがって，sF-１断層は鮮新世の活動以降の活動
はないと考えられる

• sF-１断層について，敷地極近傍の調査で敷地の外に続くことを確認したことから，敷地周辺の断層との連続性の有無を確認する。

• sF-１断層は，後期更新世以降の活動性を評価できる上載地層が分布しないことから，地下深部への連続性の検討（反射法地震探
査統合解析及びボーリング調査）及び後期更新世以降の活動性の検討（多重逆解法を用いた応力場による検討）により，震源として
考慮する活断層に該当するか否かを総合的に評価する。

sF-１断層は地下深部に連続する断層ではないと判断され，後期更新世以降の活動はないと考えら
れることから，総合的評価により，sF-１断層は震源として考慮する活断層に該当しない

敷地近傍の重力
急変部との関連性

関係しない

重力探査

（3） 後期更新世以降の活動性の検討

反射法地震探査統合解析

sF-１断層直交方向の
探査データの統合解析

• 深度約150m付近で見掛けの鉛直変位量約40ｍ

• 上記の下方延長部のT.P.約-290ｍに分布する鍵
層AT-22に変位はなく，sF-１断層は少なくとも
T.P.約-290ｍまでは到達しないと判断される

地下深部に連続する断層ではないと判断される

反射法深度断面に対応する
地質構造及び鍵層AT-22確認

ボーリング調査 多重逆解法を用いた応力場による検討

〔参考〕鉱物脈法による活動性評価
（補足説明資料P.2-106～2-234参照）

フィリプサイト脈の形成以降の断層活動はなく，
後期更新世以降の活動はないと言える

②フィリプサイト脈による活動性評価

a) 敷地の熱水変質鉱物の調査
b) 熱史に基づく熱水変質時期の検討
c) 評価に用いる鉱物脈の確認

①鉱物脈法の適用性の検討

a) sF-１断層沿いの検討試料選定
b) フィリプサイト脈と断層の最新面との

関係による評価

(3)後期更新世以降の活動性の検討（多重逆解法
を用いた応力場による検討）の結果に矛盾しない

sF-１断層は，後期更新世以降の活動性を評価できる上載地層が分布しないことから，地下深部への連続性の検討及び後期更新世以降
の活動性の検討により，震源として考慮する活断層に該当するか否かを総合的に評価する。
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断面図位置
（断面図は本編資料P.2-11，2-12参照）

IT-62IT-65

IT-64

①敷地の調査（1/8）：掘削面調査，ボーリング調査等

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（1/19)

＊４

（ はsF-１断層を捉えた位置）

上
部
層

下
部
層

易
国
間
層

sF断層系一覧

＊３

*１：設置変更許可申請書提出以降平成30年５月までに追加取得した調査データを取り入れた数値。
*２：「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則」の第三条の「耐

震重要施設」及び第三十八条の「重大事故等対処施設」をいう。
*３：ｓF-２-２断層の見掛けの水平変位量については，sF-２-２断層は連続性が小さくsF-２-１断層に収れ

んするため，sF-２-1断層の変位量で代表するものとする。
*４：細粒固結部の分布・性状については，本編資料P.2-16～P.2-18，補足説明資料P.2-22～P.2-24参照。

（細線：試料採取孔）

0                                   100m

注１） IT-62, IT-64及びIT-65孔のボーリング柱状図及びコ
ア写真は第906回審査会合「机上配布資料」参照。

注２） 本図の地質分布表示範囲で掘削面地質観察を実施。

２’

２

1’

1

１ １’ 断面図位置
（断面図は本編資料P.2-12，2-13参照）

• sF-１断層は，図に示す掘削面調査範囲では，N-S～NNW-SSE走向で易国間層及び大畑層を切っている。掘削面より北側では，IT-62孔，IT-64孔及びIT-65
孔でsF-１断層を確認し，その走向はNNW-SSEである（補足説明資料P.2-27～P.2-34参照）。

• sF-１断層は右横ずれセンス（本編資料P.2-14～P.2-17，補足説明資料P.2-10～P.2-25参照）で見掛けの最大水平変位量は約73ｍである。

• sF-１断層は明瞭な断層面が認められ，断層面沿いに粘土を伴う破砕部が見られる（本編資料P.2-14，2-15，補足説明資料P.2-16～P.2-23参照）。

• なお，敷地にはsF-１断層の活動性評価に適用できる上載地層は分布しない。

位置図

敷地範囲

sF-２断層系

この地図は，国土地理院の地理院地図
（電子国土Web）を使用したものである。 0 300m
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1’

1

位置図

S-606

R-302

IT-1

IT-18
IT-2

IT-20 IT-25

IT-26
IT-4

S-601

シルト岩（大間層）

安山岩溶岩

淡灰色火山礫凝灰岩

火山砕屑岩

凝灰角礫岩

sF-１断層
sF-２-２断層

W E

見掛けの
鉛直変位量

約45ｍ

大畑層

sF-２-１断層

sF-２-３断層

①敷地の調査（2/8）：地質断面での分布（１-１’断面図）

※： 大間層及び易国間層が南（断面手前側）
に傾斜しているため，右横ずれのsF-１断
層は見掛け西側落下，左横ずれのsF-２
断層系は見掛け東側落下を示す。

sF-１断層
（IT-18，深度35.65ｍ）
①N２°W，58°W
②約12ｍ
③約0.2ｃｍ～約1.2ｃｍ

sF-１断層
（IT-2，深度41.72ｍ）
①-，約70°
②約13ｍ
③約15ｃｍ

sF 断 層 系
ボーリングでの

断層確認箇所

断層名
（孔名，深度(ｍ）)
①走向，傾斜
②見掛けの鉛直変位量
③破砕幅

上
部
層

下
部
層

易
国
間
層

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（2/19)

• sF-１断層は高角度の西傾斜を成し，sF-２-３断層を切っている。
• 本断面では，sF-１断層は見掛け上，西側落下（見掛けの鉛直変位量：最大約45ｍ）を示す※。

注） IT-1, 2, 4, 18, 20, 25及び26孔
のボーリング柱状図及びコア
写真は第906回審査会合「机
上配布資料」参照。
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位置図

２’

２

RR-212

S-607

IT-11

IT-9 IT-10
IT-19

S-612

シルト岩（大間層）

安山岩溶岩

淡灰色火山礫凝灰岩

火山砕屑岩

凝灰角礫岩
sF-１断層

W E

見掛けの
鉛直変位量

約25m

sF-２-３断層
sF-２-１断層

①敷地の調査（3/8）：地質断面での分布（２-２’断面図）

※： 大間層及び易国間層が南（断面手前側）に傾斜して
いるため，右横ずれのsF-１断層は見掛け西側落下，
左横ずれのsF-２-１断層は見掛け東側落下を示す。

sF-１断層
（IT-9，深度22.94ｍ）
①N3°E，72°W
②約６ｍ～約８ｍ
③約２ｃｍ

sF-１断層
（IT-10，深度47.33ｍ）
①N26°W，66°W
②約12ｍ
③約５ｃｍ

sF-１断層
（IT-19，深度59.00ｍ～59.34ｍ）
①N14°W，83°W
②約13ｍ～約20ｍ
③約10ｃｍ

sF-１断層
（IT-19，深度72.84ｍ）
①N13°E，85°E
②約17ｍ～約25ｍ
③不明

ボーリングでの

断層確認箇所

断層名
（孔名，深度(ｍ）)
①走向，傾斜
②見掛けの鉛直変位量
③破砕幅

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（3/19)

• sF-１断層は全体として高角度の西傾斜を成し，sF-２-１断層及びsF-２-３断層を切っている。
• 本断面では，sF-１断層は見掛け上，西側落下（見掛けの鉛直変位量：最大約25ｍ）を示す※。

sF 断 層 系

上
部
層

下
部
層

易
国
間
層

注） IT-9, 10, 11及び19孔の
ボーリング柱状図及びコア
写真は第906回審査会合
「机上配布資料」参照。
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• sF-１断層には厚さ２ｃｍ～３ｃｍの粘土質物質が認められる。粘土質物質の針貫入勾配は０N/mmを示し軟質である（補足説明資料P.2-18参照）。
• CT画像により，粘土質物質内部及び周辺の岩盤中の複合面構造から右横ずれセンスが判定される。

P 断層面(Y)

R1

金川(2011)１）を左右反転

掘削面底盤Bスケッチ

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（4/19)

【ST-BL３】CT画像（水平断面）

断層面(Y)

a

b
破砕部

淡灰色火山礫凝灰岩(lltf)

淡灰色火山礫凝灰岩(lltf)

0 20ｍｍ

P

R1

a： 粘土質物質主体の範囲
b： 岩片を伴う粘土質物質の範囲

位置図

注） 凡例は本編資料P.2-11参照。

ST-BL３

破砕部

a

b

易国間層(lltf)

大畑層(tcg)
易国間層(tb)

①敷地の調査（4/8）：性状・変位センス（掘削面底盤B）（解釈線有り）

掘削面底盤B

複合面構造から判定される変位センス

Y  : 断層の主せん断面
P : 〔掘削面底盤画像〕粘土質物質中の色調の異なる

粘土片の伸長方向。
〔CT画像〕粘土質物質中の変形岩片の伸長方向。

淡灰色火山礫凝灰岩中の軽石等の配列方向。
R1 : Yに対してPとは反対方向に斜交し，Pを切断する面。

矢印は変位方向。

掘削面底盤B画像

第906回審査会合
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断層面(Y)

①敷地の調査（5/8）：性状・変位センス（掘削面底盤Ｂ）（解釈線なし）

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（5/19)

【ST-BL３】CT画像（水平断面）

断層面(Y)

a

b
破砕部

淡灰色火山礫凝灰岩(lltf)

淡灰色火山礫凝灰岩(lltf)

0 20ｍｍ

位置図

ST-BL３

破砕部

a

b

易国間層(lltf)

大畑層(tcg)
易国間層(tb)

注） 凡例は本編資料P.2-11参照。

掘削面底盤B

a： 粘土質物質主体の範囲
b： 岩片を伴う粘土質物質の範囲

掘削面底盤Bスケッチ

掘削面底盤B画像

第906回審査会合
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①

②

凡例

Y :  細粒固結部の連続方向
P : 凝灰質礫岩基質中の軽石の伸長方向
R1 : 細粒固結部の連続方向に対して，Pとは反

対方向に斜交し，Pを切断・屈曲させる面。
矢印は変位方向。

位置図

掘削面底盤D

大
畑
層

易
国
間
層

大畑層の凝灰質礫岩

大畑層の凝灰質礫岩

大畑層

易国間層

金川(2011)１）を左右反転

①敷地の調査（6/8）：性状・変位センス（掘削面底盤Ｄ）（解釈線有り）

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（6/19)

• sF-１断層は，易国間層中では断層面が明瞭で粘土質物質を伴うが，大畑層中では明瞭な断
層面は認められず，大畑層に入った位置から放射状に不明瞭な細粒の組織として分布する。

• この組織は周辺の岩盤より細粒化し（補足説明資料P.2-26参照），固結度がやや高い（以下
「細粒固結部」という。）。

• 細粒固結部内及びその付近の軽石には複合面構造が認められ，右横ずれセンスを示すこと
から，sF-１断層は大畑層内では細粒固結部となって北方に延びるものと推定される。

①細粒固結部接写状況

②軽石の右横ずれ変形

細粒固結部（Y）

S N

S N

細粒固結部（Y）

P

P

R1

0 20cm

0 20cm

注） 凡例は本編資料P.2-11参照。

大畑層(凝灰質礫岩)

大畑層(凝灰質礫岩)

複合面構造から判
定される変位センス

第906回審査会合
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①

②

凡例

掘削面底盤D

大
畑
層

易
国
間
層

大畑層の凝灰質礫岩

大畑層の凝灰質礫岩

大畑層

易国間層

①敷地の調査（7/8）：性状・変位センス（掘削面底盤Ｄ）（解釈線なし）

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（7/19)

大畑層(凝灰質礫岩)

大畑層(凝灰質礫岩)

位置図 注） 凡例は本編資料P.2-11参照。

①細粒固結部接写状況

②軽石の右横ずれ変形

S N

S N

0 20cm

0 20cm

細粒固結部（Y）

細粒固結部（Y）

第906回審査会合
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（m）

（mm）

平均値とエラーバー（±1σ）

細粒固結部

周辺の岩盤

NS

No.8

No.7

No.6

No.2

No.5

No.1

No.10

No.4

No.3
No.9

• 1箇所当たり１～３測線
• 約20～150点/測線
• １ｃｍ間隔で測定

指
標

硬
度

土壌硬度計測定による細粒固結部及び周辺岩盤の指標硬度＊

（＊：地盤工学会基準土壌硬度試験方法に準拠）

No.2
No.1

No.3

No.4

No.5
No.6

No.7

No.8
（基点）

No.9

No.10

掘削面底盤D
土壌硬度計測定 測線位置図

大畑層

易国間層

①敷地の調査（8/8）：細粒固結部と大畑層中の周辺岩盤との固結度の関係（掘削面底盤Ｄ）

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（8/19)

• 大畑層分布域において，細粒固結部と周辺の岩盤を対象に10箇所で土壌硬度計測定を実施した。

• 10箇所すべてにおいて，細粒固結部は周辺の岩盤よりも高い指標硬度を示し，固結度が高いことを確認した。

• 細粒固結部は，大畑層堆積後間もない時期にせん断破砕を受け，大畑層の凝灰質礫岩（間隙率35.5％）が細粒化し粒子間の空隙が小さくなったため，その後
の続成作用の過程で，周辺の岩盤よりも固結したものと考えられる。固結後の活動はないものと考えられる。

注１） 凡例は本編資料P.2-11参照。

注２） 凡例は本編資料P.2-16参照。
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（余白）

2-19



sF
-
１

断
層

根田内

向町

奥戸漁港

空中写真判読図

調査範囲

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（9/19)

②敷地極近傍の調査（1/6）：海底地形調査（北方延長，解釈線なし）（1/2)

• 国土地理院の空中写真（1975年撮影）によれば，sF-１断層北方延長の海岸線沿いの水深０ｍ～１ｍ程度の
範囲に露岩域の分布が判読される（図１参照）。

• 当社が深浅測量により作成した海底地形陰影図によれば，水深２ｍ以深の海域に，海底地形に露岩域の分
布が判読される（図２参照） 。

• これらにより，sF-１断層北方延長の海域に露岩域の分布が確認される。

この空中写真は，国土地理院の地図・空中写真閲覧サー
ビスよりダウンロードしたものを使用したものである。

図１ 空中写真 図２ 空中写真及び海底地形陰影図

（ｍ）
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2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（10/19)

②敷地極近傍の調査（2/6）：海底地形調査（北方延長，解釈線あり）（2/2)

図１ 空中写真 図２ 空中写真及び海底地形陰影図

sF
-
１

断
層

20°
20°

① 新第三系の露岩域に
断層から延びる直線的な
地形は判読されない

根田内

②海底地形陰影図の露岩域に
断層から延びる直線的な
地形は認められない

• 図１の空中写真により判読される露岩域は，地表地質踏査によると，新第三系の易国間層（火山砕屑岩）及び大畑
層（溶岩及び火山砕屑岩）から成る。この露岩域には，sF-１断層から延びる直線的な地形は判読されない（①）。

• 図２の海底地形陰影図により判読される露岩域にも，sF-１断層から延びる直線的な地形は認められない（②） 。
• sF-１断層の北方延長は，直線延長の東西20°の範囲をとっても，根田内の南方で上記①あるいは②の露岩域に達

するが，それらの露岩域にはいずれも直線状の地形が判読されない。したがって，sF-１断層は，少なくとも根田内付近
までは延長しないと判断される。

注） sF-１断層の北方延長の音波探査断面でも断層は認められない（補足説明資料P.2-36，2-37参照）。

sF
-
１

断
層

この空中写真は，国土地理院の地図・空中写真閲覧サー
ビスよりダウンロードしたものを使用したものである。

sF
-
１

断
層

根田内

向町

奥戸漁港

空中写真判読図

調査範囲

（ｍ）
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①

海底面の溝状の直線的地形（端点）

②

0   100m

0   100m

②敷地極近傍の調査（3/6）：海底地形調査・ボーリング調査（南方延長）

sF-１断層（確認）

sF-１断層（海底地形による推定）

sF-１断層（直線延長）※

※：向町地点のボーリングで確認した断層
の地表推定位置からの直線延長。

0       100m

掘削面の地質観察箇所
（本編資料P.2-5参照）

向町地点ボーリング調査位置図（本編資料P.2-23参照）

①②

向町

向町地点の南方
約500ｍ（奥戸漁
港）のボーリング
調査位置図
（本編資料
P.2-24参照） ボーリング

実施箇所

• 敷地で確認したsF-１断層の南方において，空中写真（①②）及び海底地形図によりsF-１断層の南方延長を推定し，向町地点で実施し
たボーリング調査により断層の延長を確認した（本編資料P.2-23参照）。

• 向町地点の南約500ｍ（奥戸漁港）で実施したボーリング調査では，断層の延長は確認されなかった（本編資料P.2-24参照）。

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（11/19)

向町

奥戸漁港
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位置図

ボーリング調査で
sF-１断層を確認

敷地範囲

0 300m
この地図は，国土地理院の地理院地図
（電子国土Web）を使用したものである。

20°

20°

ボーリング調査でsF-１断層
が認められないことを確認

sF-１断層（直線延長）

• 空中写真及び海底地形図によれば，sF-１断層の南方延長に溝状の直線的地形が認められ，向町付近の海底面にも溝状の直線的地形が認められる（本編資料P.2-22参照）。

• この南方延長の向町付近において，相対する方向に２孔の斜めボーリング（IT-32孔及びIT-33孔）を掘削し，IT-33孔の深度98.37ｍで南北性の不連続面を確認した。この確認位
置は，海底地形によるsF-１断層推定位置にほぼ一致する。

• ボアホールテレビで測定した不連続面の走向及び傾斜はN７°E，81°Wであり，sF-１断層と同じ方向性を示す。

• 上記の不連続面の位置及び方向，さらに条線観察及びCT解析により右横ずれセンスが判定されること（補足説明資料P.2-38，2-39参照）から，この不連続面はsF-１断層の南方
延長と判断される。

②敷地極近傍の調査（4/6）：海底地形調査・ボーリング調査（南方延長の向町地点）

深度98.37m 不連続面

N7゜E，81°W (BHTV)

A A’

（ボーリング位置は投影）A-A’断面

-1m                             

0               100m

sF-１断層（海底地形による推定）

ボーリング調査位置図

深度98.37m 不連続面
N7°E，81°W

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（12/19)

向町

奥戸漁港

注） IT-33孔のボーリング
柱状図及びコア写真は
第906回審査会合「机
上配布資料」参照。
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砂礫

中新世
易国間層

火山砕屑岩

安山岩溶岩

第四紀

凡 例

ボーリング（破線部は投影）

②敷地極近傍の調査（5/6）：ボーリング調査：南方延長の向町地点の南方約500ｍ（奥戸漁港）

注） 本図は第536回審査会合資料１，P.８に基づいて最終測量結果により新規作成したもの。

sF-１断層調査対象範囲（直線延長の東西20°）

B B’

ボーリング調査位置図
0 100m

コンクリート・埋土

易国間層

B-B’断面

sF-１断層
(直線延長)

0

-100

-50

B’B

0

-100

-50

0 100m

sF-１断層の南方延長を確認した向町地点（本編資料P.2-23参照）のさらに南方約500ｍの地点（奥戸漁港）において，斜め
ボーリング４孔で調査したがsF-１断層は認められなかったことから，本地点にはsF-１断層は分布しないものと判断される。

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（13/19)

IT-A
IT-B

IT-C

IT-D

位置図

ボーリング調査で
sF-１断層を確認

敷地範囲

0 300mこの地図は，国土地理院の地理院地図
（電子国土Web）を使用したものである。

20°

20°

ボーリング調査でsF-１断層
が認められないことを確認

sF-１断層（直線延長）

向町

奥戸漁港

EW
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詳細海底地形図※

• 海底地形調査による
と，sF-１断層の北方は，
少なくとも根田内付近
までは延長しないと判
断される。

• 海底地形調査及び
ボーリング調査による
と，sF-１断層の南方は
向町まで分布するが，
少なくとも奥戸漁港ま
では延長しないと判断
される。

• 以上のことから，sF-
１断層は敷地極近傍の
範囲に限定的に分布す
ると判断される。

• なお，sF-１断層の南
北延長ともに活動性評
価に適用できる上載地
層は分布しない。

空中写真

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（14/19)

0 500m

※： 海底地形図は，当社の音波探査及び
音響測深の結果に基づき作成した。

根田内

向町

奥戸漁港

空中写真判読図

空中写真範囲

奥戸漁港

向町

根田内

掘削面の地質観察箇所
（本編資料P.2-11参照）

②敷地極近傍の調査（6/6）：まとめ

sF
-
１

断
層

（
確

認
部

）

sF
-
１

断
層

（
確

認
部

）

敷地範囲
敷地範囲

注） sF-１断層（確認部）の長さは約２ｋｍである。
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③敷地周辺の調査（1/4）：文献調査・空中写真判読

※１：区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。
※２：活断層研究会編（1991）２）による記載。

敷地及び敷地近傍の文献調査及び空中写真判読結果

番号 名称 当社によるランク※１ 文献
※２

空中写真で
判読した長さ

敷地からの
距離

震源として考慮する
活断層

① 二ツ石リニアメント E なし 約0.4ｋｍ 約２ｋｍ 該当しない

② 材木リニアメント D なし 約１ｋｍ 約５ｋｍ 該当しない

断層地形の可能性がある地形の分類は，断層地形の蓋然性が高いものから
A～Eの５ランクとした（補足説明資料P.3.-17参照）。
記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（15/19)

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

敷地境界

大間原子力発電所

0 1km

• 文献調査及び空中写真判読の結果から，敷地及
び敷地近傍陸域に文献活断層は認められない。

• 敷地内には「断層地形の可能性がある地形」は判
読されない。

• 二ツ石リニアメント及び材木リニアメントについて
は震源として考慮する活断層に該当しないと判断し
ている。

• したがって，敷地及び敷地近傍陸域には，sF-１
断層に連続する「断層地形の可能性がある地形」
及び文献活断層は認められない。

sF
-
１

断
層

第906回審査会合

資料1-2-1 P.2-25 再掲
2-26



30ｋｍ

大間原子力発電所

５km

本海底地形陰影図は，（財）日本水路協会（2009） 海底地形デジタルデータ M7006「津軽海峡東部」３）及び
国土地理院 沿岸海域地形図「平舘海峡」４），「青森」５），並びに沿岸域広域地形図「陸奥湾」６）を基に編集した。
陰影図の光源はNW→SE向きとした。

0 10km

凡 例
F-31

• 音波探査記録の詳細解析により，敷地前面海
域で敷地に近いF-15断層～F-17断層について
は，後期更新世以降の活動はないと判断してい
る。

• 活動性を否定できないF-14断層，F-18断層～
F-24断層については，WNW-ESE～E-W方向で
ありsF-１断層のN-S～NNW-SSE方向とは異な
ること，sF-１断層から10ｋｍ以上離れていること
から，これらの断層はsF-１断層に連続しないと
考えられる。

③敷地周辺の調査（2/4）：音波探査

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（16/19)

sF
-
１

断
層
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（ｍ）

（ｍ）

• 詳細重力解析により，敷地近傍陸域及び敷地前面海域では，図１の残差重力図（100ｍ～５ｋｍ相当）に示す通り，北北西-南南
東に延びる高重力異常域が認められる。

• 断層など地下深部の地質構造の境界を示唆する重力急変部を抽出するため，図２の水平一次微分と鉛直一次微分のゼロコンタ
との重ね合わせ図を作成し，大間崎付近の高重力域の東側及び西側に重力急変部①～④が分布することを確認した。

• これら重力急変部①～④と敷地近傍陸域及び敷地前面海域の地質構造との関係を対比し，重力急変部とsF-１断層との関係を
確認した。

水平一次微分の頂部と鉛直一次微分の
ゼロコンタが重なる位置
（断層など地質構造の境界が示唆される）

注） 重力解析の詳細は，補足説明資料P.1-312～P.1-330を参照。

③敷地周辺の調査（3/4）：重力探査
残差重力，一次微分による重力急変部

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（17/19)

大間原子力発電所

（ｍ）

（ｍ）

大
間
崎

図２ 水平一次微分と鉛直一次微分のゼロコンタ
との重ね合わせ図

①

②

③
④

大
間
崎

図１ 残差重力図
（100ｍ～５ｋｍ相当）

sF
-
１

断
層

sF
-
１

断
層

大間原子力発電所
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凡例-海域部

背斜軸
向斜軸

凡例-陸域部

③敷地周辺の調査（4/4）：重力探査
一次微分と音響基盤等深線，地質との対比

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（18/19)

（ｍ）

（ｍ）

大
間
崎

図１ 水平一次微分と鉛直一次微分のゼロコンタ
との重ね合わせ図

大
間
崎

図２ 音響基盤等深線図

４ｋｍ０

• 図１に示す重力急変部①～④のうち，海域の①②は，図２の音響基盤等深線の遷急線に対応する。陸域の③は，図３の大間崎付
近の背斜構造が発達する大間層分布域の西縁に，④は東縁に対応する。

• 重力急変部①～④は，いずれもNW-SE方向であり，sF-１断層のN-S～NNW-SSE方向とは異なること，sF-１断層から離れているこ
とから，断層など地下深部の地質構造の境界が示唆されるこれらの重力急変部は，sF-１断層の分布及び地質構造には関係しない
と判断される。

①

②

③
④

①

②

③
④

sF
-
１

断
層

大間原子力発電所

sF
-
１

断
層

大間原子力発電所

大
間
崎

４ｋｍ０

図３ 下北半島西部の地質図

大間原子力発電所

②

③
④

sF
-
１

断
層

①

水平一次微分の頂部と鉛直一次微分の
ゼロコンタが重なる位置
（断層など地質構造の境界が示唆される）
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①敷地の調査

• sF-１断層はN-S～NNW-SSE走向で，高角傾斜を成す。

• 変位センスは右横ずれを示し，見掛けの最大変位量は水平で約73ｍ，鉛直で約45ｍ（西側落下）である。

• 易国間層中では明瞭な断層面が認められ，断層面沿いに粘土を伴う破砕部が見られる。大畑層中では明瞭な断層
面は認められず，放射状に不明瞭な細粒の組織（細粒固結部）として分布し，固結度がやや高い。

• なお，敷地にはsF-１断層の活動性評価に適用できる上載地層は分布しない。

②敷地極近傍の調査

• 海底地形調査によると，sF-１断層の北方は，少なくとも根田内付近までは延長しないと判断される。

• 海底地形調査及びボーリング調査によると，sF-１断層の南方は向町まで分布するが，少なくとも奥戸漁港までは延
長しないと判断される。

• なお，sF-１断層の南北延長ともに活動性評価に適用できる上載地層は分布しない。

③敷地周辺の調査

• 文献調査によれば，敷地及び敷地近傍陸域に文献活断層は認められない。

• 空中写真判読によれば，敷地内には「断層地形の可能性がある地形」は判読されず，敷地近傍の二ツ石リニアメント
及び材木リニアメントは震源として考慮する活断層に該当しないと判断されることから，sF-１断層に連続する断層は認
められない。

• 音波探査によれば，敷地前面海域で後期更新世以降の活動性を否定できないF-14断層及びF-18断層～F-24断層
は，sF-１断層とは走向が異なり10ｋｍ以上離れていることから，sF-１断層に連続しないと考えられる。

• 重力探査によれば，重力急変部①～④はsF-１断層とは方向が異なり，sF-１断層から離れていることから，断層など
地下深部の地質構造の境界が示唆されるこれらの重力急変部は，sF-１断層の分布及び地質構造には関係しないと
判断される。

まとめ

2.2.1 sF-１断層 （1）分布・性状（19/19)

sF-１断層は，N-S～NNW-SSE走向で高角傾斜（右横ずれセンス）である

sF-１断層は，敷地極近傍の範囲に限定的に分布する

sF-１断層は敷地周辺の活断層には連続しない
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